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『

蒙
求
和

歌
』

に

お

け

る

漢
故
事
の

受
容
−
四

季
の

部
を

中
心

に

i

　

　

　
は

じ

め
に

　
「

蛍
の

光
、

窓
の

雪
…

…
一

、

日

本
の

卒
業
式
で

歌

わ

れ

る
こ

の

唱
歌
は

、

『

蒙

求
』

の

「

孫
康

映
雪

∵
「

車

胤
聚

蛍
」

の

故
事
に

基
づ

く

も
の

で

あ
る

。

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　
ユ　

　
『

蒙
求
』

は
、

唐
の

李
瀚
（

翰
）

の

撰
で

、

天

宝

五

（
七

四

六
）

年
頃

成
立

し

た
。

題
名
は、

『

周

易
』

の

蒙
卦
に

「

匪

我
求

童

蒙
、

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
あ

ら

童
蒙
求
我
」

（

我

童

蒙
に

求
む

る

に

匪
ず
、

童
蒙

我
に

求
む）

と

あ

る

と

こ

ろ

か

ら

採
っ

て

お

り
、

「

訓

蒙
」

（

児
童
に

教
え

る
）

と

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

つ
こ

い

う

編
纂
の

目

的
を

示

し

て

い

る
。

李
良
の

「

薦
蒙
求

表
」

に
、

瀚
家
見
童
三

數
歳

者、

皆
善
諷
誦

．

談
古
策
事、

無
減
鴻
儒

。

不
素
知

諳
、

謂

疑
神
遇

。

（

瀚
が

家
の

皃
童
の

三

数
歳
な

る

者
、

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

は

か

皆
善
く

認

誦

す
。

古
を

談
じ

事
を
策
る

こ

と
、

鴻
儒
に

減
ず

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
お
も

る

無
し
。

素
よ

り

知

諳
す
る
に
あ

ら

ざ
れ

ば
、

謂
へ

ら
く

神

遇
か

と

疑
ふ

。

）

と

述
べ

、

そ
の

高
い

教
育
効
果
の

実
績
を

評
価
し

て

い

る
。

後
世、

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　ハ
ゑロ
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

ひ

ら

『

蒙
求
」

は

「

以

爲

小

學
發

蒙

之

首
」

　
（

以

て

小
学
の

蒙
を

発

く

章

剣

　
は
じ
め

の

首

と

為
す
）

と

位
置
づ

け

ら

れ

る
ほ

ど

世
に

広

く

伝
わ
っ

た
。

　
そ
の

『

蒙
求
』

は
、

世
に

問
わ

れ

て

間
も
な
く
、

遣
唐
使
に

よ

っ

て

日

本

に

伝
え

ら

れ

た

よ

う
で

あ

る
。

『

三

代
実

録
』

巻
三

十
四

に

は
、

元

慶
二

（

八

七

八
）

年
八

月
二

十
五

日
、

陽
成
天

皇
が

弟

の

貞
保

親
王

に

『

蒙
求
』

を

受
講

さ

せ

た

と

い

う

記

載
が

見
ら
れ

る
。

ま

た
、

平
安
時
代
『

蒙
求
』

は

貴
族
子

弟
の

幼
学
書
で
あ

り
、

　
　

　

　

　
　

　

　
　

さ
え
で

「

勧

学
院
の

雀
は

蒙
求

を

囀

る
」

と

い

う

諺
が

で

き

る
ほ

ど

愛

読
さ
れ
て

い

た
。

　
そ

う
い

っ

た

環
境
の

中
で

、

『

蒙
求
』

が

日

本
に

受
容

さ

れ
た

こ

と

を

示

す
最
大
の

作
品
、

源
光
行

（

＝
六

「

〜
一

二

四

四
）

の

『

蒙
求

和
歌
』

は
、

元
久

元

（

一

二

〇

四
）

年
、

鎌
倉

幕
府
の

三

代
将

軍

源
実
朝
へ

の

献
上

品
と

し
て

制
作

さ

れ
た

。

　
と

こ

ろ

が
、

こ

の

『

蒙
求
和
歌
』

を

読

ん

で

感
じ

る
の

は
、

も

と
の

『

蒙
求
』

の

話
と

の

間
に

あ

る
内

容
上

の

ず

れ

で

あ
る

。

特

に

四

季
の

部
で

は

そ

れ

を

強
く

感
じ

た
、

そ

こ

で

本

論
文
で

は
、

光
行

は

な
ぜ
、

ど
の

よ

う

に
し

て

『

蒙
求
』

と

和
歌
に

し

た
の

か
、

四
季
の

部
を

中
心
に

考

え

て

み

た

い
。

『

蒙
求
』

の

体
裁
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ホ
ユ

『

蒙
求
』

の

体
裁
に
つ

い

て
、

李
瀚
（

翰
）

の

序
文
に

は
、

毎
行
注

兩
句
人

名
外
、

傳

中
有
別
事
可

記、

亦
此

附

之
。

雖

不
配
上

文
、

所
資
廣
博

。

從
『

切
韻
』

東
字
起
、

毎

韻
四

字
。

凡
五

百
九

十
六

句
云

爾
。

（

毎
行
に

両
句
の

人
名
を
注

す
る

外
、

伝
中
に

別
事
の

記

す
べ

き

も
の

有
れ

ば
、

亦
た

此

れ
之

を

附

す
。

上
文
に

配

せ

ず
と

雖
も

、

資
す
る

所
広
博
な
り

。

『

切
韻
』

　
　
　
よ

の

東
字
従
り

起
り

、

毎
韻
四

字
な

り
。

凡

そ

五

百

九

十
六

句

　
し

か

と

爾
云

ふ
。

）

と

言
い

、

李
良
の

　
　

　

ひ

ヨ

「

薦
蒙
求
表
」

に

は
、

撰
古
人

状

跡
、

編
成
音

韻
、

屬
對
類
事

、

無
非
典
實．、

名

日

『

蒙
求
』 、

約
三

千
言．、

注

下

轉
相

敷
演

、

向
萬
餘
事．．

（

古

人
の

状
跡
を

騰
び
、

編
し

て

音
韻
を

成
し
・

対
を

罵

り

事
を

類
す
る

に
、

典

実
に

非
ざ
る

無
し

。

名
づ

け
て

『

蒙
求
』

と

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
う

た

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
な

ん
な

日

ひ
、

約
三

千
言

あ
り
。

注
下

転
た
相

敷
演
し
、

万

余
事
に

向

ん

と
す

。

）

と

記

し

て

い

る
。

　
そ

れ
に

よ
る

と
、

『

蒙
求
』

は

標
題
と

注
文
の

二

部
分
か

ら

構
成

さ

れ

て

い

る
。

標
題
は
、

四

字

句
の

韻
文
で

全
五

百
九

十

六

句
あ

り
、

内
容
が

類

似
す
る

二

句
を

対
句
に

し
、

八

句
ご

と

に

韻
を

換

え
、

韻
宇
は

『

切
韻
』

に

従

う
。

最

初
の

八

句
を

見
て

み

よ

う
。

1357

王

戎
簡
要

孔
明
臥
龍

楊
震
関
西

謝
安
高
潔

2468

　
　
　
ム

裴
楷
清
通

　
　
　
ム

呂
望

非
熊

　
　
　
ム

丁

寛
易
東

　
　
　
ム

王

導
公

忠

　

1
と

2
は

人
物
の

す
ぐ

れ

た

才
能
に

関

す

る

話
で

出
典
も
共
通

し

て

お

り
、

3
と
4
は

帝
王

の

師
に

な
っ

た

人
の

話

で

最
後

＝
子

が

動
物
の

名
で

あ
り

、

5
と
6
は

人
物
の

す

ぐ

れ

た

才
知
に

関
す

る

話

で

最
後
一

字
の

「

東
」

と

「

西
」

が

対

に

な
っ

て

お

り
、

7

と
8
は

人
物
の

品

評

に

関
す

る

話

で

「

王
」
・

「

謝」

の

二

人
が

並

称
さ

れ

て

い

る
。

ま

た
、

偶

数
句
の

最

後
の

一

文

字
、

「

通
」
・

　
「

熊
」

．
「

東
」

・
「

忠
」

が

韻
字
で

、

『

切

韻
』

の

第
一

韻
の

　

東一

韻
を

踏
ん

で

い

る
。

こ

の

よ

う

な

詩
的

な

文
言

に

し

て

子

供
に

朗

読
暗

誦
さ
せ

や

す
く
し

た
の

で

あ
ろ

う
。

そ
の

う
え

、

『

蒙
求
』

の

標
題
の

下
に
は

、

そ
れ

ぞ

れ

対

句

に

な
る
二

句
ご

と
に

、

注

が

加

え

ら
れ

て
い

る
．

　

『

蒙
求
』

の

体
裁
を

見

る

と
、

撰

者
は

標
題
を

対

句
に

す

る

際

に

あ
る

程
度
内

容
上
の

類
似
性
を

考
え

て

は

い

た

が
、

あ

く
ま

で

も
押
韻
を
重
要

視
し
、

全

体
的
に

話
を

音
韻
順
に

配
列
し

て

い

る
。

　
　
　
　
む　

『

全

唐
詩
』

が

『

蒙
求
』

の

標
題
だ

け

を

採
録
し

て

い

る
の

は
、

そ
れ
を

詩
と

認
め

た

こ

と

を

意
味
す
る

。

　

『

崇
文

総

目
』

・
『

直
斎
書
録

解
題
』

・
『

四

庫
全

書
』

な
ど
の

多

く
の

書
目
が

『

蒙
求
』

を

類
書
に

位

置
づ

け

て

い

る
。

た

だ
、

唐

代
の

代
表
的
な
類
書

、

『

北

堂
書
鈔
』

・
『

芸

文

類
聚
』

・
『

初
学

記
』

・

『

白
氏
六

帖
』

な

ど

と

比
べ

る

と
、

『

蒙
求
』

は

話
の

内

容

に

よ
っ
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て

分
類
さ
れ

て

は
い

な
い

。

『

蒙
求
』

は

内
容
よ

り

音
韻
の

方
が

優

先
さ

れ
て

い

た

た

め
、

話
の

分
類
上

か

ら
見

る

と

活
用
に

不

便
な

も
の

に

な
っ

て

い

る
。

　
そ
の

不
便
さ

に

も
関
わ

ら

ず
、

『

蒙
求
』

が

日

本

に

伝
来
す
る
と
、

類
書
と
し

て

活

用
さ
れ
て
い

た

よ

う
で

、

標
題
ご

と

に

内

容
分
類

の

言

葉
を
添
え

た
『

蒙

求
』

の

諸
鉢
が

多
く

見

ら
れ

る
。

例
え

ば
、

台
北

故
宮

博
物
院
蔵
上

巻

古
鈔
本
で

は
、

最
初
の

八

句
に

、

次
の

よ

う
な
言

葉
が

加
え

ら

れ

て
い

る
。

忠隠 才 丞 良

敬遁 知 相 吏

135

王

戎
簡
要

孔
明
臥
龍

楊

震
関
西

2

裴
楷
清
通

4

呂

望
非
熊

6

丁

寛
易
東

7

謝
安

高
潔
　
　

8

王

導
公

忠

　
こ

の

「

良
吏
」

・
「

丞

相
」

・
「

才
知
」

・
「

隠
遁
」

・

「

忠

敬
」

と
い

う
言

葉
は

、

い

ず
れ
も
話
の

内

容
を

記
し

た

も
の

で

あ

る
。

ま

た
、

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
ハ
ヨ　

東
洋

文
庫
蔵

伝
教

家
筆

標
題

本
に

は
、

序
文
、

音
釈
の

後

に

「

良

吏
一
・

「

勤
学
」
・

「

酷
吏
」

な

ど
七

十
四
の

言

葉
が
一

覧
と

し

て

ま

と

め

て

あ
る．、

　

『

蒙
求
』

は
、

類
書
と

し

て

活

用
す

る

た

め

に
、

再

分
類
さ

れ

る

可
能
性
を

十

分
に

備
え

た

書
物
だ
っ

た
の

で

あ
る

。

『

蒙
求
和
歌
』

も
、

そ

の

『

蒙
求
』

の

特
徴
を

利
用
し

て

独

自
の

再

編
を

試
み

て

い

る
。

　
　

　
二

　
『

蒙
求
和
歌
』

の

部
立

　
『

蒙
求
和

歌
』

は
、

『

蒙
求
』

の

話
の

約
半

分
の

二

百
五

十
話
を

採
り
上

げ
、

十

四

部
に

分
け
ら

れ

て

い

る
。

体
裁

は
、

『

蒙
求
』

の

標
題

に

説
話
文

と

和
歌

を

付
け

た
一

種
の

歌
物
語
の

形
式
に

な
っ

て
い

る
。

標
題
・

説
話

文
・

和

歌
の

三

部
分
が

『

蒙
求

和
歌
』

の

基
本

的
構

成
で

あ
る

。

た

だ

し
、

四

季
の

部
は
、

標
題
の

下

に

四

季
の

時
候
や

風

物
な
ど

和
歌
の

季
語
と

思
わ

れ

る

歌

題
が

加
え
ら

れ
、

標
題
・

歌
題

・

説
話
文
・

和
歌
の

四

部
分
よ

り

な
っ

て

い

る
。

　

『

蒙
求

和
歌
』

の

部
立

は

次
の

よ

う
で

あ

る
。

1
春
部
　

2
夏
部

6
祝
部

　

7
羈
旅
部

11
哀
傷
部

12

管
弦
部

13　8　 3
酒 閑 秋
部 居 部
　　部

4
冬

部

　

5

恋
部

9

懐
旧

部

10
述

懐
部

14
雑
部

　
最
初
に

春
夏

秋
冬
の

四

季
の

部

を

列
ね

、

次
に

恋
部
を

続
け
る

の

は

『

古
今

集
』

・

『

新
古
今

集
』

な
ど
の

先
行
和
歌
集
の

伝

統
に

従
う
も
の

で

あ

る
。

四

季
の

部
に

は
、

各
標

題
の

下
に

季
節
を

表

す
歌

題

が

付
さ

れ
て

い

る

が
、

こ

れ
ら
の

歌

題

も

光
行

が

作
っ

た

も
の

で

は

な
く

、

や

は

り

従

来
の

和
歌
集
に

も
見
ら

れ

る
。

　
平
安
時

代
の

藤
原
公

任
（

九
六

六

〜
一

〇

四
一
）

の

撰
と

さ
れ

　
　

　

　

　
　
ム
　ソ

る
『

和
漢
朗
詠
集
』

、

堀

川

天

皇
（

在
位
一

〇
八

六

〜
一

一

〇

七
）

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　
パ
リ　

の

頃
成
立

し

た

『

堀
河
百

首
』

と
、

そ
の

歌
題

を

比

較
し

て

み

よ

レ
つ

。
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和
漢
朗
詠

集

堀
河
百

首

蒙
求
和
歌

春

簔
・

早

春
・

春

興
・

春

夜
・

撰

付

若
菜
・

三

月

三

口

付

樹
・

嚢
・

三

月

尽
・

閏
三

月
・

鰲
・

霞
・

雨
・

懶

付

紅

梅
・

椰
・

眉
付

落

花

・

躑
，

躑
・

畷
・

攀

裹
・

毒
・

趨
・

鰹
・

若

菜
・

残

雪
・

棚
・

椰
・

轟
・

桜
・

都

闘
・

纛
・

帰

囓
・

籌
・

面

榔
・

靆
・

杜

若
・

囓
・

攀
・

罵

堂

巻
・

糸

目
・

霞
・

鶯
・

梅
・

柳
・

花
・

皐

蕨
・

巻
爾
・

春

駒
・

帰

獲
・

喚
票

鳥
・

叢

代
・

桃
・

雉
・

薑

蒹
・

躑

躅
・

藤

　

　

　

　
＊

花
・

款
冬

・

暮
舞

夏

爨
・

首

夏
・

夏

夜
・

端

午
・

納

涼
・

晩

夏
・

協

椙
・

蓮
・

饗
・

鄰
・

螂
・

扇

爨
・

韆
・

鄰
・

礬
・

督

鄰
・

籌
・

照

射
・

五

月

雨
・

廢

欄
・

螯
・

慧

嘱
・

蓮
・

氷
室
・

泉
・

荒
和
秡

更

求
・

輿

花
・

葵
・

水

鶏
・

郭

螢
・

筥

蒲
・

皐

苗
・

晩

立
・

黶

橘
・

螢
・

蝉
・

蚊

遣

火
・

扇
・

夕

顔
・

夏
草

秋

嶺
・

早

秋
・

づ

努
・

秋

興
・

秋

晩
・

秋

夜
・

八

月

十

五

夜
付

月

・

九

日

付

嬲

゜

雷

属
・

　

郎

　
・

報
・

趨
・

螫
・

前

毳
・

蒙
・

網
・

女

郎

彳
・

趨
・

螢
・

趨
・

潴
・

脳
 

磨
・

翻
・

霧
・

褸
・

騨

趨
・

那
・

嬾
頚
・

竭
・

鄭
・

紹

無
・

窕

萩
・

七

タ
・

萩
・

食

藤

花
・

荻
・

薄
・

刈
萱
・

蘭
・

雁
・

鹿
・

露
・

霧
・

槿
・

駒

迎
・

月
・

椿
霾
・

虫
・

菊
・

紅

葉
・

栽
・

績
勲
付

靉
・

雀

＊暮
徹

雁
付

棚

嚼
・

虫
・

画
・

齧
・

綴
・

綴

嘱

冬

攀
・

冬

夜
・

歳

肇

饗゚
霜
゜

竣
・

驃
・

綴
・

韻
・

弩
・

躑

初
冬
・

落
葉
・

畴

雨
・

霜
・

霰
・

遍
付

春

氷

・

警
・

談
・

仏
名

礙
・

纛
・

照
・

纛
・

綴
綴
・

神

雪
・

寒

蘆
・

票

鳥
・

轍
・

氷
鳥
・

楽
・

畷
甥
・

國

鰯
゜

饗゚

髫
繕
畿
・

鷹
狩

・

炭

　

＊

　

　
　
　
　
　
　

＊

竈
・

埋

衆
・

歳
蓉

＊

暮
春

＊

暮
欷

＊

埋

火

＊

歳

窟

『

堀
河
百

首
』

の

「
三

月
尽
」

に

あ
た

る
。

『

和
漢
朗

詠
集
』

・
『

堀

河
百
首
』

の

「
九

月
尽
」

に

あ

た

る
。

『

和
歌

朗
詠
集
』

・
『

堀
河
百

首
』

の

「

春
駒」

に

あ
た

る
。

『

堀
河
百

首
』

の

「
除

夜」

に

あ

た

る
。

　
『

蒙
求
和

歌
』

四

季
の

部
の

全

七

十
の

歌

題
の

う
ち
、

「

雉
」

・

「

水

鶏
」

・
「

晩
立
」

・
「

夕

顔
」

・
「

夏
草
」

の

五

つ

以

外
は、

す
べ

て

『

和
漢

朗
詠
集
』

・
『

堀

河
百

首
」

に

見

え

る
。

そ

の

五

つ

も

先

代
の

和
歌
集
に

よ

く

使
わ

れ

る

言

葉
で

あ

る
。

つ

ま

り
、

こ

れ

ら

の

歌

題
は

、

光
行

が

『

蒙
求
」

の

内

容
に

応
じ

て

作
っ

た

も
の

で

は

な
く
、

日

本
の

和
歌

集
の

伝
統
に

沿
っ

た

も
の

だ

と

言
え

る
、

　
特
筆
す
べ

き
は

、

『

蒙
求

和
歌
』

の

歌

題

と
、

『

堀

河

百

首
』

の

間
の

密
接
な

関

係
で

あ
る

。

両
者
に

は

次
の

共

通

点

が

見

ら

れ

る
。

　
1
，

　
各
部
の

歌

題

数
の
一

致
。

い

ず

れ

も
春

秋
二

十

ず
つ
、

夏

冬

十
五

ず
つ

に

な
っ

て
い

る。
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2
。

　

歌
題
の
一

致
。

『

蒙
求

和
歌
』

の

歌

題

数
の

八

割
以
上

の

五

十

九

が

『

堀
河
百
首
』

と
一

致
す
る

。

　
3
，

歌
題

配

列

順
の
一

致
。

共
通
す

る

歌

題

は

ほ

と

ん

ど

同

じ

順

番
に

並
ん

で

い

る
。

　
特

に

秋

部
の

歌

題
は
、

歌
題
数
・

歌

題
・

配
列
順
が

い

ず

れ

も

一

致
し

て

い

る
。

『

蒙
求

和
歌
』

の

歌

題

が
、

『

堀

河
百

首
』

に

拠

っ

て

い

る

可

能

性
は
極
め

て

高
い

と

言
え

る
。

　

『

蒙
求

和
歌
』

の

四

季

の

部

以
外
の

十
部
に

は
、

「

羈
旅

部
」

・

「

閑

居
部
」

二

管
弦

部
」

な

ど

中

国
風
の

も
の

が

多
い

。

こ

の

部

立

は
、

次
の

表
の

と

お

り

『

和

漢
朗
詠

集
』

と
の

か

か

わ

り

が

深

い

こ

と

が

明

ら

か

で

あ
る

。

蒙
求

和
歌

和
漢
朗
詠

集

恋
部

下巻

輜

祝
部

羈
旅
部

閑
居
部

掴

部

述

懐
部

風
・

雲
・

晴
・

暁
・

松
・

竹
・

草
・

鶴
・

猿
・

都
綴
げ
舞

妓
・

文

詞
付

遺

文
・

潤
・

山
・

山

水
・

水
付

漁

父
・

禁

中
・

故

亠
県

・

故
合
口

付
故

宅
・

仙
家
付

道
士

隠

倫
・

山

家
・

田

家
・

隣

家
・

山
寺
・

仏

事
・

僧
・

牒
・

眺
望
・

餞
別
・

鸞
・

庚

申
・

帝
王
付
法

皇
・

親
王
付
王

孫
・

丞

相
付

執
政

・

将
軍
・

刺

史
・

詠

史
・

王

昭

君
・

妓

女
・

遊
女

・

老

人
・

交

友
・

髑

同
・

巡
綴
・

慶
賀
・

裾

∴
纈

哀
傷
部

管
弦
部

酒
灘

雑
部・

＊

羈
簾
部
　
『

和
漢

朗
詠

集
』

に

「
行

旅」

が

見

え
る。

　

『

和
漢
朗

詠
集
』

は

上
下
の

二

巻

に

分

け

ら

れ
、

上

巻
は

春
夏

秋
冬
の

四

部
で
、

下

巻
は

雑
部
で

あ

る
。

下

巻

の

雑

部

は

更
に

五

十

ほ

ど
の

歌
題
に

細
か

く

分
け

ら

れ

て

い

る
。

そ
の

中
に

は
、

「

刺

史
」

・

−

詠
史
」

・
「
王

昭

君
」

な

ど
、

完
全

に

中

国

風
の

も
の

も
見

え
、

中
国
の

影

響
（

特

に

類
書
の

部
類
）

を

強
く

受

け
て

い

る
と

考
え

て

よ

い
。

光
行
は

『

蒙
求
」

の

内

容
を

も

勘
案
し

て
、

こ

れ

を

参
照
し

た
の

で

あ
ろ

う
。

『

蒙
求
和

歌
』

の

十
四
の

部
立

の

う
ち
、

四

季

の

部
は

日

本
和

歌

風

に
、

そ

れ
以

外
の

部
は

中
国

風

に

な
っ

て

い

る
の

で

あ

る
。

　
　
　
二

　

光
行
の

思

考
方
式

t
『

蒙
求
』

を

四

季
の

歌
に

　
『

蒙
求
』

は
、

標
題
が

韻
を

踏
ん

で
い

て

詩
的
要
素
も
あ

る

が
、

本

質
は

故
事
集
と

見

た

方

が

よ

い
。

そ

れ

を

和
歌
で

詠

ず

る

の

は

相
当

難
し

い

と

思

わ

れ

る
。

そ

こ

で
、

光
行
が

ど
の

よ

う

に

工

夫

し

て

中
国
の

故

事
と

日

本
の

和

歌
の

間
の

大
き

な
溝
を

埋

め

た

の

か
、

『

蒙
求
和
歌
』

の

四

季
の

部
を
通

し

て

検
討
し

て
み

た
い

。

　
　
　
ロザ

　
春
部
の
一

例
を

見
て

み
よ

う
。

丁

固
生
松

楚
漢
代
人、

為
項
羽
將、

f
公

、

名
ハ

固
、

季
布
ガ

母

弟
也
、

丁

固
尚
書
タ

リ

シ

時
、

夢
ノ

内
二

腹
ノ

上
二

松
オ

ヒ

タ

リ
、

見
テ

人
二

語

云
、

松
字
ハ

十

八

公

ナ

リ
、

十

八

年
ニ

シ

テ

公

タ

ラ
ム

カ
、

ト

云
ヘ

リ
、

如
夢
云

云

　

　

　
　

　

　
ハ
ロ　

こ

の

話
は

『

蒙
求
』

で

は
、
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丁

固
生

松

『

會
稽
録
』

　
丁

固

爲

尚
書

、

夢
松
出
其
腹
上

。

謂

人
日
、

「

松

　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
マ

マ

字

十
八

公

也
。

十
八

歳
予

其
公

乎
。

」

卒
如

夢
驚

矣
。

（

『

会

稽
録
』

　
丁

固

尚
書
と
為
る

に
、

松
の

其
の

腹
上

よ

り

出
つ

る

を

夢
む

。

人
に

謂
ひ

て

曰

く
、

「

松
の

字
は

十
八

公

な
り

。

　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
つ

ひ

十
八

歳
に
し

て

予

其
れ

公

な

る

か
」

と
。

卒
に

夢
の

如
し

。

）

と

な
っ

て
い

る
。

説

話
文

は
、

お

お

む

ね

『

蒙
求
』

注
の

訳
に

な

っ

て

い

る

が
、

最
初
の

傍
線
部
の

文

章
が

『

蒙
求
』

注

に

は

見

当

た

ら

な
い

。

そ

れ
は

『

後
漢

書
』

巻
二

十

八

上

「

馮
衍

伝
」

の

李

賢
注
に

、

丁

固、

季
布

母
弟、

項
羽
の

将
た

り
。

）

爲
項

羽
將

。

（

丁

固
は

、

季
布
の

母

弟
、

と

あ
る

と

こ

ろ

か

ら

採
っ

た

も
の

で

あ

る
。

光
行
は

そ

の

事
跡
を

よ

り

詳
し

く
記
す
た

め
、

ほ

か
の

中

国
の

文
献
を
調
べ

て
、

『

後
漢

書
』

の

記
述
を

加
え

た

と

思

わ

れ

る
。

し

か

し
、

実
は

光
行
の

こ

の

増

補
は

間

違
っ

て
い

る
。

こ

の

『

蒙
求
』

の

「

丁

固
」

は
三

国

時
代

呉
の

人
で

あ

る
。

『

三

国

志
』

巻
四

十
八

「

孫
皓
伝
」

の

裴
松

之

注

に
、

呉

書
日
、

初
、

固
爲
尚

書、

夢
松
樹

生

其
腹
上
、

謂
人
日

、

「

松

字
十

八

公

也
。

後
卜
八

歳
、

吾

其
爲
公

乎
。

」

卒
如

夢
焉

。

と

あ
る
の

が
、

恐
ら
く

『

蒙
求
』

の

注
が

基
づ

い

た

資

料
で

あ

ろ

う
と

考
え

ら
れ
る

。

　
も
ち
ろ

ん
、

標
題
・

説
話

文

は

あ
く

ま

で

も
『

蒙
求
』

注
の

和

訳
だ

け
で

あ
り

、

『

蒙
求
和
歌
』

編

纂
意
図
の

中

心

は

や
は

り

和
歌

に

あ
る
。

先
に

、

四

季
の

部

の

歌
題
が
『

堀

河

百

首
』

に

基
づ

く

可
能
性
が

極
め

て

高
い

と

述
べ

た
。

そ

れ

は

両

者
の

歌
題
を
比

較

し

て
一

目

瞭
然
で

あ
っ

た

が
、

も

う
　

つ

興
味
深
い

点
が

『

堀

河

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　ハ
のソ

百

首
』

に

見
ら
れ

る
。

吉
野

美
朋
氏

は

そ
の

歌

題
に
つ

い

て
、

『

堀

河
百

首
』

の

歌
題

は
、

崇
徳
天

皇
（
在
位
一

＝
一
三

〜

二

四

二
・

筆

者

注）

の

初
度
百

首
に

用
い

ら

れ
た

の

を

は

じ
め

、

永

縁
（
一

〇
四

八

〜
一
｝

二

五
・

筆
者

注
）

。

俊
惠
（
一
一

＝
二

〜
一
一

八

二

頃
・

筆

者

注
〉

・

藤
原
惟
方
（

＝

二

五

〜
・

：

筆

者

注〉

ら
個
人
の

百

首
に
も
詠

ま

れ

た

が
、

な
か

で

も
藤
原
俊
成

二

＝

四

−

二

〇

四
．

筆
者
注）

が
二

十
六

歳
頃
に

本
百

首

題

を
述
懐
に

寄
せ

て

詠

ん
だ
こ

と

は
、

次
代
の

定

家

二

工
ハ

ニ

〜

＝

西
一
・

筆
者

注）

や

藤

原
家
隆
（
一
一

五

八

〜
一
一
＝

二

七
・

筆
者

注
）

、

慈

円
（
一
一

五

五

〜
一

二

二

五
・

筆
者

注）

ら
が

初
学

期
に

同

題
を

詠
む
先
例
と

な

る
。

そ
し

て

初
学
に

同
題
を

詠

む
こ

と

は
、

「

む

か

し
の

人

は

み

な
堀

河
院
の

百

首
、

初
心

の

け
い

こ

に

は

よ

み

侍
り

し

な

り
」

歪
徹
『

正

徹

物

語
』）

と

認
識
さ
れ

る

ほ

ど
、

鎌
倉
期

か

ら
室
町

期
に
か

け
て

盛
行
し
た

。

と

述
べ

る
。

氏
の

指
摘
の

中
で
、

次
の

二

点
が

『

蒙
求
和
歌
』

と
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関

係
す
る

と

思

わ

れ

る
。

　一

つ

は
、

『

堀

河
百
首
』

の

同
題

和
歌
が

よ

く
詠

ま

れ

た

こ

と

で

あ
る

。

挙
げ
ら

れ

た

歌

人
た

ち
が

み

な

光

行
（

一

一

六

三

〜
一

二

四

四
）

と

同

時

代
の

平
安
末

期
・

鎌
倉
初

期
の

人
で

あ

る
こ

と

を
考
え

れ

ば
、

光
行
も

彼
ら

と

同
様
に

同

題

和

歌

を

詠
ん

で

い

た

と

し

て

も
不

思
議
で

は

な
い

。

も
う
一

つ

は
、

そ

の

題

詠
が

「

初
心
の

け

い

こ
」

と

認
識
さ

れ

て

い

た
こ

と

で

あ

る
。

光
行
が

そ
の

点
を

意
識
し

て
、

幼
学
書
と

し

て
の

『

蒙
求
』

と

結
び
つ

け

た

可
能
性
が

十

分
に

考
え
ら

れ

る
。

『

蒙
求
和

歌
』

の

序
文

に試
和

皇
漢
之

曩

行
、

聊

呈

我

朝
之

風

俗
。

（
中

略）

偏
爲
幼
童

之
易

覺、

不

顧

耆
老
之

所

嘲
而

已
。

（

試
み

に

皇
漢
の

曩
行
に

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　

ひ
と

和

し
、

聊

か

我
が

朝
の

風

俗

を

呈

す
。

（
中

略｝

偏
へ

に

幼
童

の

覚
え

易
き

を

為
し
、

耆
老
の

嘲
す

る

所

を

顧
み
ざ
る

の

み
。

）

と

記

し

て

い

る
の

は
、

た

だ
の

謙
遜
の

語

で

は

な

く、

光
行
が
「

和
一

（

『

堀
河

百

首
』

の

歌

題
）

と

「

漢
」

（

『

蒙
求
』

の

故
事
）

の

初

学
書
を
合
わ

せ

て
、

『

蒙
求
和
歌
』

の
一

冊
と

し
、

初
心

者
に

「

和

漢
」

両
方
の

知

識
を
伝
え
る

と

い

う
創

作
意
図

を

持
っ

て

い

た
こ

と

を

示
し

て

い

る
。

　

『

蒙
求
和
歌
』

の

四

季
の

部
の

歌

題

が

『

堀
河

百
首
』

に

よ

る

と

す
れ

ば
、

そ
の

和
歌

は
一

種
の

題

詠
と

見
な
す
こ

と

が

で

き

る
。

つ

ま

り
、

四

季
の

部
に

お

い

て
、

光
行

が

和
歌
を
作
る

際

は
、

歌

題

を

中
心

と

し
、

一

堀
河
百
首
↓
歌
題

↓
和

歌
一

と
い

う

流
れ

に

な

っ

て

い

た

と

考
え

ら
れ

る
。

　

し

か

し
、

そ

れ

だ

け
で

は

普
通

の

和
歌

集
の

作
り

方
と

変
わ

ら

な
い
。

『

蒙
求
和

歌
』

と

名
付
け
た

以
上
、

『

蒙
求
』

の

話
と

何
ら

か

の

関
連
性
を

持
た

せ

る

必
要
が

あ

る
。

そ

こ

が

光
行
の

も
っ

と

も
工

夫
し
た

と

こ

ろ

と

言

え

る
。

以

下
、

四

季
の

部

全

体
を
通
し

て
、

そ
の

工

夫
の

跡
を

見
て

み

よ

う
。

　

そ

も

そ

も

叙
事
を

中

心

と

す
る

『

蒙
求
』

と

四

季
を

詠

ず
る

抒

清
を
中
心

と

す
る

和

歌

と

は

異

質
な

も
の

で

あ

る
。

そ

れ

を
一

つ

に

合
わ

せ

る

た

め
の

最
も

手
軽
な
考
え

方
と

し

て

は
、

言
葉
の

関

連
を
持
た
せ

る

こ

と

が

考
え

ら

れ
る

。

特
に

『

蒙
求
』

と

和

歌

に

つ

い

て
の

「

和
漢
之

才
」

を

持
ち
、

そ

れ
を
熟
知
し

て

い

た

光
行

が
、

共

通
の

言
葉
を

見
つ

け

る
こ

と

は

容
易
だ
っ

た

で

あ

ろ

う
。

　

　
　

　

　
　
　

　
ロ

　

四

季
の

部
全

七

十

話
に
は
、

次
の

よ

う

に

何

ら

か
の

言
葉
上

の

繋

が

り
が

見

ら

れ

る
。

0
凡

例

　

　

番
号

標
題
／
歌
題

／

説

話

文
（
古

注

『

蒙
求
』

に

見

ら

れ

す、

光
行

が

追

加

し

た

と

思

わ

れ

る

箇
所

は

〔
　〕

で

示

し

たV

　

　
　

　
和

歌

（
片

仮
名

本
）

／
和
歌
（

平

仮

名

本
）

【

春

部
】

1

漢

祖
竜
幽

顧

／
立

都
／

…

大

測
∵

：

高
祖

ヲ

ウ
ミ

テ

ケ

リ

…

高

祖
ガ

ヰ
タ

ル

所
コ

ト

ニ

紫
劉
タ
ナ

ビ

キ

ケ

リ・・

〔

都
ハ

和

暖
ノ

気

ト
ト

ノ

ホ

リ
〕
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メ

ヅ

ラ

シ

キ

懿
ノ

朝

日

ハ

瀏
問
ヲ

出

デ

シ

光
ナ

リ

ケ

リ

／
あ

め
の

し

た

ゆ

く

末

遠

き

襞
の

色

は

創
べ

の

く

さ

に

あ

ら

は

れ

に

け

り

2

丁

固

生

榔
ノ
子

日

／
…

鯛
ノ

内
二

腹
ノ

上

二

松

オ

ヒ

タ

リ
、

見
テ

…

如

矧
云

云

　

ト

ト

セ

ヨ

リ

ヤ

ト

セ

プ

リ
ニ

シ

測
ヂ

ヨ

リ

子

ノ

ビ

ノ

春

ニ

ア

フ

ノ

樹
原

／
と

と

せ

あ

ま

り

や

と

せ

の

は

る

の

調
さ

め

て

子

日

に

あ
へ

る

窩
の

あ

け

ぼ

の

3

孔

光

温

綴
／

霞

／

…

ー
…

箋
ゾ

ト

問
ヘ

バ

…

剴
…

　

ミ

ヤ
マ

糞
ヲ

サ
ヘ

ア

ダ
ニ

鋼
ト

思
ピ

コ

メ

ケ

ル

ヤ
ヘ

ガ
ス

ミ

カ

ナ

／
大

か

た

の

鰯
を

だ

に

花

に

ち

ら

さ

じ

と

お

も

ひ

こ

め

け

る

八

重

霞
か

な

4

干

木

富

義
／
鴬

／

…

文
侯

、

干

木
ガ

家
ス

グ

ル

ゴ

ト
一
、

　

ヨ

リ

オ

リ
ズ

ト

云

フ

コ

ト

　・、

…

国
ノ

ア

ル

ジ

…

　

ウ

グ

ヒ

ス

ノ

ア

ル

ジ

ナ

リ

ケ

ル

タ

ニ

ノ

ト

ヲ

ミ
ス

テ

テ

タ

タ
ニ

ス

ギ
ム

「

ノ

カ

／

／
鴬

の

身
に

し

む

こ

ゑ

を

こ

め
つ

れ

ば

た

に

の

と

を

さ
へ

あ

だ

に

や

は

み

る

5

安
国

国

器
／
晦

／

…

我
ガ

身
ヨ

リ

カ

シ

コ

キ

モ

ノ

ヲ

求

メ

テ
、

シ

ル

ベ

シ

テ

君
ニ

ツ

カ
ヘ

ケ
リ

…

〔

皆
天

下
ノ

餐
也〕

…

　

心

ア

レ

ヤ

耄
サ

ト

ノ

ム

メ

ガ

カ

ヲ

花
ナ

キ

ヤ

ド
ニ

サ

ソ

フ

春

風

／
心

あ

れ

や

ま

だ

み
ぬ

さ

と
の

梅

が

伎
を

花

な

き
宿

に

さ

そ

ふ

は

る

風

6

張

敞

画

胤
／
柳

／

…

女
ノ

篝
ヲ

ヨ

ク
ッ

ク

リ

ケ
レ

バ

…

張

京

兆
ガ

画

周
ト
ホ

メ

ッ

タ
ヘ

ケ
ル

　

心

ヲ

ゾ

タ

レ

モ

ソ

メ

ケ

ル

サ

ホ

ヒ

メ

ノ

ヤ

ナ

ギ

ノ

嚢
ノ

ア

ケ

ボ

ノ

ノ

イ

ロ

／
み

る

か

ら

に

心

う
つ

さ
ぬ

人

ぞ

な

き

や

な

ぎ
の

湊
の

あ

け

ぼ
の

の

色

7

史

丹
青

蒲
／
花

／

…

時
二

元

帝、

嚢
ヲ

ス

テ

テ
、

定

陶
王

二

位
ヲ

ユ

ヅ

ラ
ム

ト

ス

…

劉

儲
…

　

イ

タ

ヅ

ラ
ニ

舞
ヲ

タ

ヅ

ヌ

ラ
ム

春

ノ

ミ

ヤ

マ

ノ

ミ

チ

フ

ワ

ス

レ

テ

／
い

つ

か

た

に

花
の

餐
を

尋

ね

け

む

は

る

の

み

山

の

み

ち

を

わ

す
れ

て

8

汲

黯

開

倉
／
早

蕨

／

…

又

河
内

ヲ

ス

グ
ル

ニ
、

水

早
ヲ

ウ
レ

フ

ル

マ

ヅ

シ

キ
モ

ノ

万

余

家
ア

リ
…

　

チ

ラ

シ

ク

ル

春
ノ

メ

グ

ミ

ノ

ナ

カ

リ
セ

バ

カ

ゲ
ノ

ノ

ワ

ラ

ビ

モ

ノ

ゥ

カ

ラ

マ

シ

／
雨

そ

そ

く

は

る

の

ー
ば

か

げ

の

の

わ

ら

び

も
の

う

か

ら

ま

し

9

戴
封

積
薪
／
春

弼
／
…

我
ガ

ナ

カ

ラ

ム

ニ

ハ

、

弼
モ

プ

リ

民
モ

ユ

タ

カ

ニ

ナ

リ
ナ

ラ
ム

…

天
コ

レ

ガ

タ

メ

ニ

オ
ホ

キ

ニ

弼
ヲ

ク

ダ
シ

ケ

リ

　

襲
サ

ソ

フ

ヤ
ヨ

ヒ

ノ

ソ

ラ
ハ

シ

タ

モ

エ

ノ

ケ

ブ

リ
ヨ

リ
コ

ソ

ク

モ

リ

ソ

メ

ケ
レ

／
身

に

か

へ

て

よ

を

を

し

み

け

る

涙

か

な

や

よ

ひ

の

そ

ら

の

嗣
と

ひ

と

つ

に

10

斉

景

騷
千

／
春

駒
／
…

馬

千

騨
ア

リ
…

　

春

草
ノ

ノ

ガ

ヒ

ノ

護
モ

ノ

チ

ノ

ヨ

ノ

ノ

チ

ノ

シ

ル

ベ

ト

ナ

ラ
バ

コ

ソ

ア

ラ

メ

／
は

る

草
の

野

が

ひ

の

妻
も

な

き

跡
の

法
の

し

る

べ

と

な

ら

ば

こ

そ

あ

ら

め

11

王

粲

覆
碁
／

弼
雁
／

…

モ

ト
ノ

如
ク

ニ

・
−

ヒ

ト

タ
ビ

モ

ミ

ツ

ル

コ

ト

ヲ

ワ

ス

ル

ル

コ

ト
ナ

カ

リ

ケ
ル

ナ

リ

　

耄
カ

リ

ヘ

ダ

ツ

ル

ク
モ

ノ

ナ

ゴ

リ

マ

デ

オ

ナ

ジ

ア

ト

ヲ
ゾ

思

ヒ

ツ

ラ

ネ

シ

／
う

ち

み

だ

れ

霞
に

き

え

て

ゆ

く

か

り

は

同
じ

跡

を

ぞ

お

も

ひ

つ

ら

ね

し

12

聾

勝

不
屈
／
喚

子

鳥
／

…

［
光

武
…

人

民

悉
ク

ニ

纂
…

隠
レ

コ

モ

レ

リ

シ

聖

賢
ノ

人

芸

能
ノ

徒、

コ

コ

カ

シ

コ

ヨ

リ

出
デ
テ
｝

…

　

ナ
ニ

ト

カ

ク

思
ハ

ヌ

山
ニ

ヨ

ブ
コ

ド

リ

キ

シ

カ

タ

ニ

ノ

ミ

覆
ヲ

／
何

と

か

く

お

も

は

ぬ

か

た

に

よ

ぶ

こ

ど

り

き

し

か

た

に

の

み

萋
を

13

伯
成

辞

耕
／

湾
／

…

侯
ヲ

辞
シ

テ

田

ヲ

作
リ

テ

静
二

世
ヲ

ワ

タ

リ

ケ
リ

　

心

ヲ

ゾ

湾
水
ニ

　
マ

カ

セ

ツ

ル

世
ニ

ス

ム

ミ

チ

ヲ

オ

モ

ヒ

カ
ヘ

シ

テ

／
心

を

ば

簍
水
に

さ

そ

は

せ

て

よ

を

う

き

草

の

ね

を

た

え

て

け

る
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14

李

広
成

躑
／

椥

／
…

棚
李

召
司、

下
自

成

躑
…

　

引
1

衵
モ

人

メ

ヲ

サ
ソ

ピ

ケ

リ

箋
モ

サ

リ

ア
ヘ

ズ

劃
ノ

洲
列
カ

グ

／
（
平

仮

名

本

無）

15

麋
竺

収

資
／

雉

／
…

家
ヲ

難
二

行
ク

也
…

家
ノ

内

ノ

宝
ヲ

ハ

コ

ビ

イ

ダ

シ
、

人
ヲ

オ
ヒ

イ
ダ
シ

テ

待
ツ

ニ
、

日

中
二

火

イ

デ
キ

テ

釁
ニ

ケ
リ

　

イ

カ

ベ

カ

リ

コ

ヲ

思

フ

キ

ギ
ス

マ

ヨ

ハ

マ

シ

竣
ベ

キ

ノ
ベ

ヲ

ケ

フ

ト

シ

ラ
ズ

ハ

／
子

を

お

も

ふ

き

ぎ

す

や
の

べ

に

ま

よ

は
ま

し

嚢
べ

き

は

る

を

か

ね

て

し

り

な

ば

16

壷
公

謫

天

／
萋

菜

／

弼
公

…

ヒ

ト

ツ

ノ

嚢
ヲ

ヤ

ノ

ゥ
ヘ

ニ

オ

イ
テ
：・

長

房
ト

モ

ニ

騰
二

入

リ

ヌ

…

　

タ

ビ

人

ノ

ヤ

ド

カ

ル

ノ

ベ

ノ

護
ス

ミ
レ

オ

モ

ハ

ヌ

ハ

ル

ノ

ヒ

カ

ズ

ヲ

ゾ

ツ

ム

／
た

び

人

の

や

ど

か

る
の

べ

の

凄
す

み

れ

お

も

は

ぬ

は

る

の

日

か

ず

を

そ

つ

む

17

済

叔

不
癡
／
躑

躅

／

…

賢

才

人
二

勝
レ

タ
レ

ド
モ
、

　

ニ

ア

ラ

ハ

ス

　
无
ヶ
レ

バ

…

　

フ

ミ

カ

ヨ

フ

山

ヂ

ヲ

ダ
ニ

モ

イ
ハ

ツ

ツ

ジ

嚢
コ

ソ

ア

レ

フ

カ

キ

ニ

ホ

ヒ

ヲ

／
や
へ

こ

む

る

霞
の

う
ち
の

岩
つ

つ

じ

饕
こ

そ

あ

れ

ふ

か

き
こ

こ

ろ

を

18

韲
皿

運
曲
蛮
／

藤

花

／
謝
霊

運
コ

ノ

ミ

テ

曲

柄
錙
ヲ

モ

チ

ヰ
ケ

リ

…

　

ミ

饗
ヤ
マ

松

ノ

ヨ

コ

エ

ヲ

ト

ガ

メ

キ

テ

ヤ

ド

カ

ル

フ

ヂ

ノ

花
ニ

ヲ

ラ

ル

ナ

／
み

嚢
山

松
の

よ

こ

え

に

い

ま

そ

し

る

色

こ

き

藤
の

下
の

心

を

19

劉

寵
2

「

錣
／
款
冬

／
…

人
ゴ

ト

ニ

ヒ

ト

ツ

ノ

銭

ヲ

ト

リ

テ

ケ
ル

…

　

イ
ヘ

ヅ

ト
ニ

爨
ヲ

リ
シ

嚢
ノ

春
二「

イ
ロ

ア

ル

ヰ

デ

ノ

タ

ビ

ビ

ト

／

嚢
を

家
つ

と

に

せ

し

邸
呶
は

ゐ

で

の

か

ざ

し

の

な

と

そ

な

る
べ

き

20

薊

訓

爨
／
暮
春

／
…

家
ニ

オ

ナ

ジ

時
キ

タ

レ

リ
、

家
ゴ

ト
ニ

カ

ホ

ノ

色
モ

衣

ノ

色
モ

カ

ハ

ラ

ズ

…

　

輦
オ

ナ

ジ

ナ

ゴ

リ

ヲ

シ

タ

フ

カ

ナ

春

ノ

ワ

カ

レ

ノ

ユ

フ

グ
レ

ノ

空

／
（
平
仮
名

本

無）

【

夏
部
】

21

辛
毘

引

被
／

更

郵
／

…

御

裾
ヲ

ヒ

キ
テ
、

君

ヲ

思
ヒ

タ

テ

マ

ツ

ル

故
二

、

世
ノ

イ
タ

ミ

ヲ

申
ス

也
…

　

タ

ガ

タ

メ

モ

ウ

ラ

ナ

カ

リ

ケ

リ

夏

刺

ヨ

ヲ

パ

グ

ク

ミ

シ

ナ

サ

ケ

ノ

ミ

カ

バ

／
宿
ご

と

に

し

ほ

れ

し

色

を

夏
飼

う
ら

な

く

け

ふ

ぞ

お

も

ひ

し

ら

す

る

22

孟
営
日

棗
／

卯
花

／

…

サ

リ

ニ

シ

珠

返
リ

ニ

ケ

リ
、

郡
ト

ミ

サ

カ
エ

テ

轟
…

　

ア

レ

ハ

テ

シ

カ

キ

ノ

ゥ

ツ

ギ

モ

花

サ

キ

テ

耄
靉
ガ

ハ

ノ

サ

ト

／
し

ば

し

こ

そ

よ

を

う

の

花

の

し

そ

め

ど

も

ー
璃
川
の

里

23

漆
室
憂

葵
／

粥
／
…

馬
ハ

ナ

レ

テ

竭
ヲ

フ

ミ

カ

ラ

シ

キ

…

　

イ

カ

ニ

シ

テ

ノ

ド

ケ

キ

ミ

ヨ

ニ

ア

フ

ヒ

グ
サ

ソ

ノ

カ

ミ

山

ヲ

オ

モ

ヒ

シ

ル

ニ

モ

／
あ

り

し

に

も

あ

ら
ぬ

袂

に

毳
草

む

か

し

を

か

け

て

し

の

ぶ

の

ち

か

な

24

樊

会

擁
蔭
／
水

鶏

／
…

樊
会・
−

、、

テ

門

戸
ヲ

ヒ

ラ
キ

テ

…

　

　（
片
仮

名

本

無
）

／
く

ら

か

り

し

心

の

よ

は

も
　

け

に

「

り

　
’
　

　
尸‘
　

た

た

く

水

鶏

に

25

漂

母

進
食
／
郭
公

／
…

漂

母

来

リ
テ

韓
信
ヲ

ゥ

ヤ
マ

ヒ

ア

ハ

レ

ミ

テ

…

　

毒
ト

ゾ

ォ
モ

ヒ

シ

リ
ヌ

ル

ホ

ト

ト

ギ
ス

カ

タ

ラ

ヒ

オ

キ

シ

古
ヘ

ノ

音

／

冓
と

そ

思

ひ

し

り

け

る

子

規

か

た

ら

ひ

お

き

し

い

に

し

へ

の

声
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26
一
時

苗
留
犢
／

菖
蒲

／

…

犢
ヲ

彗
云

バ

ク
、

ー
…

　

コ

ノ

サ

ト
ニ

耄
カ

バ

ペ

ノ

ア

ヤ

メ

草

ミ

ヤ
コ

ニ

イ

カ

カ

ヒ

キ

ゥ
ツ

ス
、

キ

／
こ

の

さ

と

に

篝
沢

辺
の

あ

や

め

ぐ

さ

都
に

レ

カ

が

　

き
カ

　
す
、

き

27

常

林

帯
経
／
早

苗

／

…

漢
ノ

嘱
二

世
オ

ホ

キ
ニ

乱
レ

テ・
−

時
二

常
林
、

田

野
ニ

コ

モ

リ

テ
、

父

ヲ

身
ニ

ソ

ヘ

テ

田
ヲ

ッ

ク

リ

ケ

リ

…

　

ー
ヲ

ウ
レ

シ

ヤ

ト

幽
ノ

早

苗

思
ヒ

ト

リ

ケ

ム

／
〔
平

仮
名

本

無）

28
盲
同

鳳

灘
麦
／
晩

立

／

…

麦
ヲ

庭
ニ

サ

ラ

シ

テ

…

麦

饕
ニ

ケ
リ

…

雨
ノ

フ

ル

コ

ト

モ

麦
ノ

饕
ツ

ラ

ム

コ

ト

モ

ワ

ス

レ

ニ

ケ

リ

…

　

ユ

フ

ダ
チ

ノ

ニ

ハ

ノ

チ

ギ

リ

モ

ワ

ス

レ

ミ
ヅ

フ

カ

キ

饕
ヲ

ク
ム

ト

セ

シ

マ

ニ

／
夕

立

の

雲

の

ち

ぎ
り

も

わ

す

れ

み

つ

の

き

の

し

つ

く
の

か

か

る

べ

し

と

は

29

陸
績
懐
欟
／
廬

榔
／

…

榔
ヲ

ト

リ

イ

ダ
シ

テ

ア

タ

ヘ

タ

リ

ケ
ル

ヲ
、

陸
績
フ

ト

コ

ロ

ニ

ト

リ

イ
レ

テ

ヲ

ガ

ミ

ケ

リ
…

　

奏
ノ

マ

ダ

ウ

ラ

ワ

カ

キ

コ

ズ

ヱ

ニ

モ

ミ
ニ

シ

ム

風

ノ

イ
ロ

ハ

ア

リ

ケ

リ

／
か

ぜ

お
つ

る

梢
の

外

も

身
に

し

む

は

花

鍵
の

匂

ひ

な

り

け

り

30

車
胤
聚

螯
／

螂
／
…

蛍
ヲ

ア

ッ

メ

テ
、

絹
ノ

フ

ク

ロ

ヲ

ヌ

ヒ

テ
、

嚢
ヲ

入

レ

テ

ト
モ

シ

ビ

ト

シ

テ
、

フ

ミ

ヲ

ヨ

ミ

ケ

リ

…

　

ヒ

ト
マ

キ

ヲ

ア

ケ

モ

ハ

テ

ヌ

ニ

ア

ケ
ニ

ケ

リ

耄
ヲ

ト
モ

ス

夏

ノ

夜
ノ

ソ

ラ

／

（
平

仮
名

本
無）

31

卞
和

蛮
／
蝉

／
…

三

日

三

夜
チ

ノ

霽
…

犁
ヲ

メ

シ

テ

圏
ツ

ク

リ

ニ

ォ

ホ

セ

テ

ミ

ガ

カ

ル

ル

ニ

、

ヒ

カ

リ

羽
石

ス

グ
レ

テ

…

　

ヒ

ニ

ミ

ガ

ク

ミ

ネ
ノ

コ

ズ

ヱ

ニ

巽
セ

ミ

ノ

コ

ヱ

コ

ソ

割
ノ

ヒ

ビ

キ

ナ

リ

ケ
レ

／
日

に

み

が

く

み
ね

の

梢

に

餐
蝉
の

こ

ゑ

こ

そ

刺
渕
の

矧
な

り

け

れ

　

　

　

　

　

さ
　
　
　
　　　　　
　
　
　
　
　　
　

32

田

単
縦

牛
／

蚊
遣
火

／
…
牛

千

頭

ヲ

取

リ

テ

…

尾
二

葦
ヲ

ツ

カ

ネ
テ
、

ソ

ノ

サ

キ

ニ

州
ヲ

ツ

ケ

テ
…

千

頭
ノ

牛
、

剩
ノ

ア

ツ

ク

ナ

ル

ニ

シ

タ

ガ

テ

…

　

ナ

ニ

ハ

ガ

タ

ア

シ

ヲ

リ

ク

ブ

ル

カ

ヤ

リ

目
ノ

ケ

ブ

リ

ヲ

嗣
ト

思

ピ

ケ
ル

カ

ナ

／
な

に

は

め

が

あ

し

を

り

く

ぶ

る

か

や

り

劑
の

煙

を

護
と

お

も

ひ

き
に

け

る

33

黄

香
扇
枕
／

扇
／
：−
夏
ノ

日

ノ

ア

ツ

キ

ニ

母
ノ

椡一
ヲ

ア

フ

ギ
…

母
ニ

ォ

ク

レ

テ

瀏
ウ
レ

ヘ

ケ

レ

バ

…
タ

ス

ケ
ア

ハ

レ

ミ

ケ

リ

　

耄
ベ

キ

人

ナ

キ

ミ

コ

ソ

碧
オ

ナ

ジ

椡
ニ

ナ

ツ

ハ

キ

ヌ

レ

ビ

／
し

で

の

山

子

を

お

も

ふ

や

み

の

欄
に

も

攀
の

風

を

お

も

ひ

出
づ

ら

む

34

西

施
捧
心
／
夕

顔

／

…

西

施
ハ

ミ

メ

モ

カ

タ

チ

モ

タ

グ

ヒ

ナ
カ

リ
・、

　
廟

リ
…

　

ユ

フ

ガ

ホ

ノ

タ

ソ

カ

レ

ド

キ

ノ

ソ

ラ

メ

ニ

モ

タ

グ

ヒ

ニ

ス
、

キ

ハ

ナ

ノ

ナ

キ

カ
ナ

／
夕

顔
の

た

そ

か

れ

時

の

な

が

め

に

も

ー
花
そ

の

こ

ら

ぬ

35

魏
顆
結

學
／
夏

弼
／

…

旅

宿
、

劃
ノ

内
ニ

ヒ

ト

リ

ノ

オ

キ
ナ

、

郵
ヲ

ム

ス

ビ

テ
・
−

道
ヲ

シ

リ、

サ

ト

リ
ア

ル

ユ

ヱ

ニ
・
−

　

　

く
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　　

ミ

　

夏

草
ノ

ナ

ビ

ク

ス

ヱ

バ

ヲ

ミ

ツ

ル

カ

ナ

シ

ゲ

ミ

ヲ

ム

ス

ブ

馴
ノ

枕
二

／

夏

ぐ

さ

の

お

い

の

末
ば

を

み

つ

る

か

な

野

中
に

剴
釧
の

訓
渕
翻
路

【

秋

部
】

36

張

翰
適

意
／

郵
榔
／

…

璞
颯

然
ト

シ

テ

ハ

骨、

メ

テ

イ

タ

レ

ル

ニ

、

江

南
…

ヲ

思
ヒ

イ
デ

テ
、

ニ

バ

カ

ニ

カ

ヘ

ラ
ム

ト

ス

…

　

フ

ル

サ
ト

ノ

ナ

ニ

ハ

ノ

ナ

ミ

ニ

引
ヲ

リ

シ

モ

ソ

デ
ニ

ア

キ

ノ

ウ
／

カ

ゼ

／
さ

ら

で

だ

に

な

に

は

の

波
に

さ

そ

は

れ

て

袖

に

か

さ
ね

て

ー

37

鄰
隆
驪
書
／

蒙
／
鄰
隆
、

文

道
ニ

カ

シ

コ

ク

シ

テ

…

七

月
r

日

ニ

タ

ナ

バ

タ
マ

ツ

リ
ニ

…

腹
ノ

内

ナ

ル

フ

ミ

ヲ

萎
ニ

カ
ス

ナ

リ

…

饗
ニ

ミ

ヲ

ゾ

カ

ス

ベ

キ

心

ヨ

リ

ホ

カ
ニ

ハ

引
ノ

ア

ラ

バ

コ

ソ

ア

ラ

メ

／

蟇
に

身
を

ぞ

か

す
べ

き

心

よ

り

ほ

か

に

は

到
の

あ

ら

ば

こ

そ

あ

ら

め
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38

季
倫
鏘
障
／
萩

／

…

ム

ラ
サ

キ

ノ

歩
障
ヲ

ッ

ク

ル

コ

ト

四

＋
里
ニ

ツ

ヅ

キ

ケ

リ

…

錦
ノ

歩
障
ヲ

ツ

ク

ル

コ

ト

五

＋
里
ニ

オ

ヨ

ベ

リ
…

　
ム

サ

シ

ノ

ハ

ハ

ギ

ノ

ニ

シ

キ

ヲ

オ

ラ

ヌ

マ

ゾ

ワ

カ

ム

ラ

サ

キ
ニ

シ

カ

ジ

ト
ハ

ミ

シ

／
む

さ

し

の

は

萩
の

寡
を

み

ぬ

ま

に

ぞ

わ

か

む

ら

さ

き
に

し

か

じ

と

お

も

ひ

し

39

袁
盡

却
座
／

譱
花

／
…

譱
…

剖
ノ

人

麁
ガ

タ
メ

シ

ヲ

瀏
…

　

ヲ

ミ

ナ

ヘ

シ

タ

マ

ノ

マ

ガ

キ
ハ

　
コ

コ

ロ

セ

ヨ

サ

テ

ゾ
ム

カ

シ

モ

ツ

ユ

ニ

シ

ヲ

レ

シ

／

鍍
花

ま

が

き
の

宿

は

鼠
つ

ゆ
の

も

れ

き

く

こ

と

も

こ

そ

あ

れ

40

廉
頗

賃
荊
／

荻

／
…

廉

頗
、

此

事
ヲ

モ

レ

キ

キ

テ
、

ウ
チ

カ
ナ

シ

ミ

テ

剣
荊
、

相
如

ガ

門
二

至

リ
テ

ツ

ミ

ヲ

謝
シ

ケ

リ・．・

　

ト

モ

ス

レ

バ

ソ

ヨ

ギ

シ

グ

レ

ノ

ォ

ト

カ
ヘ

テ

ノ

キ

ニ

ヲ

レ

フ

ス

ヲ

ギ

ノ

シ

タ

風

／
と

も

す

れ
ば

そ

よ

ぐ

し

ぐ

れ

の

お

と
か

へ

て

の

き
に

簍
荻
の

下

風

41

楊

修
捷

封
／
薄

／
…

楊
修
ニ

ト

カ
シ

ム

ル

ニ
・
−

黄
絹
幼
婦

外

孫
韲

臼
ト

カ

ケ
リ，，，
黄
絹
ハ

色

ノ・
兼

ナ

リ、

色

糸
ハ

絶

字
ナ

リ・，・

　

ミ

ル

カ

ラ
ニ

シ

ル

ク

ヤ

ハ

ア

ラ

ヌ

刷一
N
ス

ス

キ

ホ

ド
ヘ

テ

タ

レ

カ

思

ヒ

嚢
／
み

る

ほ

ど

も

な

か

り

し

野

べ

の

秋

か

ぜ

に

露

も

お

と

さ

ぬ

剰
す

す
き

か

な

42

息

躬
歴

詆
／
苅

萱

／

…

ニ

ハ

カ

ニ

コ

ハ

キ

ツ

ハ

モ

ノ
、

ヨ

ヲ

ミ

ダ

ラ

ム

ト
セ

ム

ニ
・
−

　

（
片

仮

名

本
無
｝

／
夕

か

ぜ

の

ふ

き

も

慧
い

か

が

せ

ん

ま

が

き

あ

れ

た

る

庭
の

か

る

か

や

43

廉

范
五

襟
／

闘

／
…

昔

日

無
一

襦
、

A
，

有
五

弼

　

日

ニ

ソ

ヘ

テ

秋

ノ

ア

ハ

レ

ハ

オ

ホ

エ

ヤ
マ

イ

ク

ノ

ト

モ

ナ

キ

嚢
カ

ナ

／
目

に

そ
へ

て

あ

き
の

あ

は

れ

は

大

原

や

い

く
の

と

も
な

き

馨
か

な

44

蘇
武

持
節
／

脇
／
…

囓、

南
ヲ

サ
シ

テ

ト
ビ

サ
リ
ヌ
、

帝
、

上

林

苑
ニ

ア

ソ

ビ

タ

マ

フ

ヲ

リ
シ

モ
、

麗、
書

ヲ

カ

ケ
テ

イ
タ

レ

リ・，・

　

ヘ

ダ

テ

コ

シ

ミ

ヤ
コ

ノ

ア

キ

ニ

ア

ハ

マ

シ

キ

ゴ

シ

ヂ

ノ

餐
ノ

シ

ル

ベ

ナ

ラ

ズ

ハ

／
さ

て

も

猶

ふ

み

か

よ

ふ

べ

き

く
も

路

か

は

は

つ

饕
の

た

よ

り

な

ら

で

は

45

五

幽
岳
岳

／

踏
／

五

囓
君
、

字

充

宗
ト

云

ヘ

リ
…

五

圏
岳
岳

タ

リ
、

朱
雲
ソ

ノ

ツ

ノ

ヲ

ヲ

ル

…

　

ク

モ

ヰ

ヨ

リ

ノ
バ

ラ

ノ

草
ヲ

フ

ク

風
ニ

ヲ

レ

フ

ス

シ

カ

ノ

コ

ヱ

キ
コ

ユ

ナ

リ

／

（

平

仮

名
太・
無）

46

楊

宝
黄

笛
／
露

／
…

耐

働

…

白

環
一

双

ヲ
モ

チ

テ

キ

タ

リ

テ
、

楊
宝
ニ

ア

タ

ヘ

テ

…

　

ワ

ガ

カ

ド

ノ

ワ

サ

ダ
ノ

ス

ズ

メ

タ

ツ

ア

ト
ノ

イ

ナ

バ

ニ

オ

ケ

ル

ツ

ユ

ノ

シ

ラ

タ
マ

／
わ

が

か

ど
の

わ

さ

田

の

毒
た
つ

こ

と

の

い

な

ば

に

お

け

る

つ

ゆ

の

し

ら

玉

47

公

超

霧
市
／

霧
／
…
五

里

霧
…

三

里

ノ

藻
…

　

ヘ

ダ

ツ

ル

モ

ハ

レ

ユ

ク

イ

ロ

ト

ミ

ル

モ

ノ

ヲ

ヒ

ト

ノ

コ

コ

ロ

ヲ

ア

キ

撰
ノ

ソ

ラ

／
た

な

び

く

も

は

れ

ゆ

く

色

の

な

が

め

ま

で

人
の

心

の

秋

鋸
の

そ

ら

48

顔
駟

蹇
剥
／
槿

／
…

籬
ノ

鬢
眉
白
キ

ヲ

ミ

テ

…

ト
・、

／

ノ

カ
一

タ

ケ
一

ケ

ル

マ

デ

…

若
キ

…

我
レ

ス

デ
ニ

零
ニ

タ

リ
…

ア

ハ

レ

ト
オ

ボ

シ

テ

…

　

ツ

ヒ

ニ

カ

ク

　
ハ

ル

サ
ヘ

ア

キ
ニ

ア

ヒ

ニ

ケ

リ

ヨ

ヨ

ニ

養
ヨ

ハ

ノ

ア

サ

ガ

ホ

／
思
へ

た

だ

日

か

げ
に

あ

は

ぬ

あ

さ

が

ほ

の

よ

よ

に

鬟
の

末

ば

を

49

鄭
荘

置

駅
／

靆
／

…

人
人

毒
ノ

ツ

カ

レ

ヲ

カ
ヘ

リ
ミ

テ

…

籥
ヲ

タ

テ

オ

キ

ケ
ル

ナ

リ

　

イ

ク

タ

ビ

カ

コ

マ

ヒ

ク

ア

キ

ヲ

ム

カ
ヘ

コ

シ

ア

フ

サ

カ

山

ノ

セ

キ

ノ

タ

ビ

人

／
も

ち

月

の

こ

ま

び

く

秋
を

む

か

へ

き
て

お

も

ふ

人

に

も

あ

ふ

さ

か
の

関

50

真
長

望

邦
／

邦
／

真
長
ト

玄

度
…

判
ナ

リ

…

清
風

朗

耶
ニ

ウ
ラ

ム

ユ

ヱ

ハ

玄

度
ガ

ナ

キ
コ

ト

ヲ

ゾ

ト

云
ヘ

リ・，・
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イ

カ

ニ

セ

ム

ト

モ

ナ

キ

月
ニ

ソ

デ

ヌ

レ

テ

オ

モ

ハ

ヌ

サ

ト

ニ

ア

リ
ア

ケ

ノ

ソ

ラ

／
お

も

ひ

出
つ

る

な

が

め

に

袖
の

か

わ
か

ぬ

は

割
に

有

明

の

空

51

伯
瑜

泣

杖
／

嬲
衣

／

…
母

烈
テ

後
…

伯

瑜
ヲ

ウ
ツ

ニ

・
−

ツ

ヱ

ノ

ー
川
ニ

ツ

ケ

テ
、

ヨ

ハ

ヒ

オ
ト
ロ

ヘ

テ

…

ウ
レ

ヘ

ナ

ク

ナ

リ
・．・

　

ア

キ

ノ

ヨ

ノ

引
ノ

ネ

ザ
メ

ニ

ゥ

ツ
コ

ロ

モ

ー
ハ

イ

カ

ガ

カ

ナ

シ

キ

／
秋
の

よ
の

閥
は

ね

ざ

め

に

う

つ

衣

君
こ

そ

身

に

は

し

み

け

れ

52

軻
親

断

機
／
虫

／

…

母
、

バ

萋
サ
シ

テ
・
−

　

コ

レ

ヤ

コ

ノ

ノ

ベ

ノ

ニ

シ

キ

モ

ア

サ

シ

ト

テ

ペ

蒸
ム

シ

ノ

ゥ

ラ

ミ

ケ

ル

コ

ヱ

／
声

た

て

て

簔
虫

の

う

ら

み

ず

は

野
べ

の

に

し

き

や

あ

さ

く

み

え

ま

し

53

桓
景

暮
／

粥
／

…

九

月
九

日

…

高

キ

所
二

登

リ

テ

躯
花

ノ

酒
ヲ

ノ

ム

ベ

シ

…

　

ケ

フ

ハ

シ

モ

フ

モ

ト

ノ

ハ

ナ

ニ

訓
ナ
マ

シ

タ

カ

ネ

ノ

糞
ヲ

カ

ザ
サ

ザ
リ

セ

バ

／
は

か

な

く

て

ふ

も

と
の

劃
に

し

づ

ま

ま

し

山

路

の

嚢
の

な

さ

け

な

ら

ず
は

54

離
朱

明

目
／

紅
葉

／

…

離
朱

寐
ノ

コ

ズ

ヱ

、

野
辺

ノ

草
ノ

色
ヲ

タ

ド
ル

コ

ト

ナ

シ

…

　

ナ

ガ

メ

ヤ

ル

嚢
ノ

モ

ミ

ヂ
バ

ハ

ノ

キ

ノ

コ

ズ

ヱ

ト

イ
ハ

ヌ

バ

カ

リ

ゾ

／
な

が

め

や

る

饕
の

も
み
じ

ば

は

の

き
の
釧

悧

と

い

は

ぬ

ば

か

り

ぞ

55

秦
彭

攀
轅
／

暮
秋

／

秦
彭

、

頴
川
ノ

大
守
ト
シ

テ

ー
…

耋
…

ナ

ク

ナ

ク

ヲ

シ

ミ
シ

タ

ヒ

ケ

リ

　

ー
ハ

フ

リ

ヌ

レ

ド

ナ

ホ

コ

ノ

ア

キ

ハ

シ

タ
ハ

シ

キ

カ

ナ

／
（
平

仮

名
本

無
）

【

冬
部
】

56

盛
吉

垂
泣
／

攀
／
…

冬

ノ

節
ヲ

ム

カ
フ

ル

ゴ

ト
ニ

…

妻
ハ

ト
モ

シ

火
ヲ

ト

リ

テ
ナ

ク
、

ト

モ

ニ

ナ

ミ

ダ
ヲ

ナ

ガ

シ

ケ

リ

　

ト

モ

シ

ビ

ノ

カ

ゲ
サ
ユ

ル

ヨ

ノ

ア

ク

ル

マ

デ

人
ノ

ヤ

ミ

ト

フ

耄
ケ

リ

／
と

も
し

火

の

か

げ

さ

ゆ
る

よ

を

ゆ

き

め

ぐ

り

人
の

か

く

と

ふ

嚢
け

り

57

震
畏
四

知
／

落
葉

／
…

天

蟇、
地

遷、
汝

奏
、

ワ

レ

蕣、
ス

デ
ニ

四

知

有
リ

…

　

チ

ラ

サ
ジ

ト

イ
ハ

セ

ノ

モ

リ

ノ

モ

ミ

ヂ
バ

モ

ア

ラ

シ

バ

ソ

ラ

ハ

ー
／
ち

ら

す

な

と

い

は

せ

の

杜
の

も
み

ぢ

ば

も

あ

ら

し

の

そ

こ

に

　

ら

じ

も

　

ら

じ

58

原

憲

覆
／
時

雨

／
…

桑

ノ

木
ヲ

ト

ボ

ソ

ト

セ

リ
、

イ

タ
マ

ニ

ハ

奏
モ

タ

マ

ラ
ズ

シ

テ
、

ト
コ

モ

ク

チ
ヌ

バ

カ

リ
ニ

ナ

リ
ケ

リ

…

　

ア

ト

ト
ム

ル

ク

ノ

ノ

ト

ザ
シ

ノ

ユ

フ

グ
レ

ヲ

シ

グ

レ

ナ

ラ

デ
ハ

ト

フ

人

ゾ

ナ

キ

／

嚢
と
つ

る

よ

も

ぎ
の

宿
を

と

ふ

も

の

は

よ

は
の

し

ぐ

れ

の

な

さ

け

な

り

け

り

59

閔

損

あ
単
／

霜

／・
：

フ

タ

リ

ノ

司
ハ

綿
入

レ

タ

ル

嚢
ヲ
キ

セ
、

閔
損
ニ

ハ

劇
ノ

花
ヲ

入

レ

タ
ル

耄
ヲ

タ

ダ
ヒ

ト

ヘ

キ
セ

タ

リ
…

　

耄
デ

ノ

モ

リ

ノ

コ

ズ

ヱ

ハ

　
ハ

ツ

シ

モ

ニ

ウ
ラ

ガ
レ

ユ

ク
ヲ

ア

ハ

レ

ト

ゾ

ミ

ル

／
よ

も

す

が

ら

っ

る

の

毛

郵

霜
ふ

け

て

刳
の

は

が

く

れ

引
を

お

も
ふ

声

60

鍾

離

覊
／

霰

／
…

鍾

離
、

瑚
磯
ヲ

エ

テ

地
二

羃
ケ

リ

…

　

ク

モ

ヰ

ヨ

リ

ア

ラ
レ
一
＝冖
タ

ル

剥
ノ

色
ヲ

ヒ

ト

リ

ヤ

ニ

ハ

ニ

オ

モ

ヒ

奏
ベ

キ

／
（
平

仮

名

本

無｝

61

孫

康

窒
／

雪
／
…

家
マ

ヅ

シ

ク

シ

テ
、

油

ナ

カ

リ
ケ

レ

バ
、

蒙、
書
ヲ

読
ミ
ニ

ケ

リ

…

　

ヨ

モ

ス

ガ

ラ

ス

ダ

レ

ヲ

ノ

ミ

ゾ

カ

カ

ゲ
ツ

ル

引
シ

ル

ニ

ハ

ノ

ユ

キ

ノ

ト

モ

シ

ビ

／
よ

も

す

が

ら

す

だ

れ

を

の

み

ぞ

か

か

げ
つ

る

ふ

み

み

る

宿

の

蒙

62

趙
勝
謝

罌
／

寒
蘆

／
…

嬲
者、

盤

跚
ト

ヨ

ロ

ボ

ヒ

ユ

キ

テ

水
ヲ

ク

ミ

ケ
ル

ヲ

…
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ナ

ニ

ハ

エ

ノ

ー
ト

ニ

カ

ク

ニ

ヨ

シ

ナ

キ

ア

マ

ノ

ク

チ

ズ

サ

ビ

カ

ナ

／
な

に

は

え

の

あ

し

の

し

た

を

れ

と

に

か

く

に

よ
し

な

き

あ

ま
の

く

ち

ず

さ

び

か

な

63

蒼

頡
制

字
／
千

鰯
／

…

馬
ノ

跡
ヲ

ミ

テ

刻

剰
ヲ

ツ

ク

リ
シ

ナ

リ、

馬
獣
ノ

ア

ト

ヲ

ミ

テ
、

分
理

ヲ

サ

ト

リ
ワ

キ

マ

ヘ

ケ

リ
ト

モ

云

ヘ

リー・・

　
ハ

マ

チ

醍
ム

カ

シ

ノ

ア

ト

ヲ

タ

ヅ

ネ

テ

ゾ

引
ノ

ウ

ミ

ヲ

バ

ク

ム

ベ

カ

リ

ケ
ル

／
は

ま

ち

湊
と

び

た
つ

あ

と

を

た

よ

り

に

て

釧
は
じ

め

け

る

あ

ま
の

通

路

64

王

覇

昶
合
／

粥
／
…

王

覇

…

ハ

カ

リ

ゴ

ト

ヲ

メ

グ

ラ
シ

テ
、

コ

ホ

リ

イ
タ

ク

ム

ス

ビ

テ

ワ

タ
リ

ヌ

ベ

シ

ト

申
ス

ニ

…

　

（
片

仮

名
本

無）

／
（
平
仮

名

本

無）

65

羅　

含
呑

騒
／
水

烏
／
…

劉
二

五

色
ノ

罵
飛
ビ

テ

ロ

ニ

入
ル

ト

見
テ
、

ザ

ー
シ

ケ

リ

…

　

ミ

ヅ

錢
ノ

ウ

キ

ネ

ノ

測
ノ

　

コ

リ
ヨ

リ

　

ミ

ノ

心

　

フ

カ

ク

ゴ

リ
｝

キ

／

（

平

仮

名
本

無）

66

羊
続
懸

創
／

網

代

／
…

羊
続
ガ
モ

ト

へ

主

簿
、

生

螂
ヲ

送
レ

リ
…

ホ

ド

ヘ

テ

主

簿
又

榔
ヲ

送
レ

リ
、

モ

ト
ノ

創
ミ

セ

テ
、

ソ

ノ

心

ヲ
ト

ド

メ

テ

ケ

リ

　

イ

ト
ハ

ル

ル

ミ

ヲ

ウ

ヂ

ガ
ハ

ノ

ア

ジ

ロ

ギ
ニ

ネ

タ

ク

ゾ

疑
ノ

オ
モ

ヒ

ヨ

リ

ケ

ル

／
（
平

仮

名

本

無
）

67

郵
都

蒼

廢
／

羇
／
…

世
人、

目
ヲ

ソ

バ

メ

テ

蒼

囓
ト
ナ

ヅ

ケ

ケ
リ

…

弓

箭
ヲ

ト

リ

馬
ヲ

ハ

セ

テ

イ
ル

ニ

…

ヤ

ヲ
ハ

ナ
ツ

コ

ト
ア

タ

ハ

ズ

…

　

ハ

シ

撰
ノ

カ

ゲ

ウ
ツ

ル

ラ

シ

イ

リ

ヒ

サ
ス

カ

タ

ノ

ノ

ク

サ
ニ

ト

リ

サ

ワ

グ

ナ

リ

／
は

し

嚢
の

の

き

ば

う
つ

な

る

音

に

さ

へ

か

た
の

の

き

ぎ

す

草
か

く

る

な

り

68

陰

方

祀

韻
／
炭

髑
／
…

ト

シ

ノ

ク

レ

ニ

黄
羊
ヲ

モ

テ

髑
神
ヲ

マ

ツ

リ

テ

…

　

イ
マ

ゾ

シ

ル

ヨ

ニ

ス

ミ

調
ノ

シ

ル

シ

ト

テ

　
ユ

ク

ス

ヱ

ト

ホ

ク

タ

エ

ヌ

ケ

ブ

リ

ヲ

／
（
平

仮

名

本

無）

69

阮
孚

蝋

屐

祖
約
好

財
／
埋

邸
／
…

郷
ヲ

フ

キ

テ

蜷
屐
ナ

ゲ
キ

テ
…

シ

ラ

ズ

　

　
ノ

　一

イ

ク

バ

ク

　・、

タ

ヲ

カ

モ

チ

ヰ

ム

ト
ス

ル

…

　

キ
エ

カ

ヘ

リ

オ

モ

フ

モ

カ

ナ

シ

ゥ

ヅ

ミ

竃
ノ

イ

　

己
・、

タ

ノ

　
’

ド

　
　
　
ヨ

ヲ

／

き

え

か
へ

り

ー
埋

κ
の

レ

ー

る

　

し

た

　

程

も

な

き

よ

を

70

虞

延

尅
期
／

嚢
／
…

年
ノ

ク

レ

ニ

ノ

ゾ

ミ

テ
、

幽

閉
ヲ

カ

ナ

シ

ミ

故
郷

ヲ
コ

フ

ル

心

ネ
ム

ゴ

ロ

ナ
リ

ケ
ル

ヲ
、

ア

ノ

レ

ミ

イ
タ

ミ

テ

…

　

k

萎
シ

雲

ノ

ト

ザ

シ

ヲ

フ

キ

ト

ケ
バ

ミ

ネ

ノ

ア

ラ
シ

ノ

潮
ナ

リ

ケ

リ

／
（
平

仮

名
本

無
）

　

以
上

す
べ

て

に
つ

い

て
、

『

蒙

求
』

の

標
題
・

説
話

文
・

歌
題
・

恥
歌
に

何
ら

か
の

言

葉
上
の

繋
が
り

が

見
ら

れ

る
こ

と

が

わ

か

る
。

そ

し

て

そ

こ

に

は
、

次
の

よ
う
な
関
係
が

考
え

ら

れ
る

。

　

A
．

歌
題

と

標
題
・

説

話
文

に

共
通

の

語

（

連
想
で

き

る

語

を

含
む
）

が

あ
る

。

例
え

ば
、

「

車
胤
聚
蛍
蛍
」

・
「

孫
康
映

雪
雪
」

で

は

歌

題
の

「

蛍
」

・
「

雪
一

が

標
題
に

も

見

え

る
。

ま

た
、

「

斉
景

駟
千
春

駒
」

・
「

伯
成
辞
耕
苗
代
」

で

は
、

歌
題
の

「

春
駒
」

・
「

苗
代
」

が

標

題
に

見
え

な

い

が
、

「

駟
」

・
「

耕
」

か

ら

発

想
で

き
る

も
の

で

あ
る

と
思

わ

れ

る。

　

B
，

歌
題

と

説

話

文
に

の

み
共

通
の

語
が

あ
る

。

例
え

ば
、

「、

鄰

隆

曜
書
七

夕
」

・
「

蘇
武

持

節
雁

」

・

「

蒼
頡
制
字
千

鳥
」

で

は
、

そ

れ

ぞ

れ

の

説

話
文

に
、

「

七

夕
」

・
「

雁
」

二．

鳥
」

の

歌
題

と

共
通
の

語
が

見
え
る

。

　

C
，

和

歌
と

標
題
・

説

話
文
に

共
通
の

語

が

あ

る
。

例
え
ば、

一74一
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「

張
敞

画
眉
柳
」

・
「

壷
公

謫
天
菫

菜
」

・
「

霊
運

曲
笠
藤

花
」

で

は

和

歌

に

「

や

な
ぎ
ま

ゆ

（

柳

眉）
」

・
「

つ

ぼ

す
み

れ

（

壷

菫
）

」

「

み

か

さ

や

ま
〔

三

笠

山
こ

の

言

葉
が

あ

り
、

そ

れ

ら
に

よ
っ

て

標
題

の

「

眉
」

・
「

壺
」

・
「

笠
」

と

関

連
し

て
い

る
。

　

D．

和
歌
と

説
話
文

に
の

み

共

通
の

語
が

あ
る

。

例
え

ば
、

「

孔

光
温
樹
霞

」

で

は
、

歌

題
と

標
題
・

説
話

文
、

和
歌
と

歌
題
の

間

に

は

関

連
す
る

言

葉
が

見

ら
れ

な
い

が
、

和
歌
の

「

チ

ラ

サ

ジ
」

と

説
話
文
の

「

チ

ラ
ス

事
ナ
シ
一

が

同
じ

で

あ
る

。

　

更
に
、

言
葉
上
の

繋
が

り
だ

け
で

は

な

く
、

光

行
は

和

歌

部
分

（

歌
題
・

和
歌
）

と

故
事
部

分
（

標
題
・

説

話
文
）

を
よ

り

密

接

に

関
連
づ

け
る

こ

と

も
は

か
っ

て

い

て
、

説

話
文

の

内

容

を

和
歌

に

持
ち
込
ん

で

い

る

も
の

も
あ

る
。

　

先
に

挙
げ
た

春

部
の

「

丁

固

生

松
子

日
」

と
い

う
話

で

は
、

説

話
文

は
、

「

丁

固

が

松
の

木
が

腹
の

上

に

生

え

た

夢
を
見
て
、

松
の

字

を

分
解
す
れ

ば

十
八

公

と
な
る
の

で
、

十
八

年

後
に

公
の

位
と

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
ね
の

ひ

な

る

と

予

言
す
る
」

と

い

う

夢
兆

譚
で

あ
る

。

歌
題
の

「

子

目
」

は

標
題
に

も

説
話
文

に

も
見
ら

れ

な
い

。

そ
の

和
歌
は

、

ト

ト

セ

ヨ

リ

ヤ
ト

セ

ブ

リ
ニ

シ

ニ

ア

フ

ノ

松
原

ユ

メ

ヂ
ヨ

リ

子
ノ

ビ

ノ

春

と

と

せ

あ

ま

り

や
と

せ
の

は

る
の

る

松
の

あ
け
ぼ
の

と

な
っ

て

お

り
、

「

子

日
」

と

夢
さ
め

て

子
日

に

あ
へ

「

松
　
が

出
て

く
る

。

「

子

日

の

松
」

と

は
、

陰
暦
の

正

月
の

初
め
の

子

日

に

野

外
に

出
て

不

老

長
寿

を

願
っ

て

小

松

を

根
の

付
い

た

ま
ま

取

る

行
事
の

こ

と

で
、

和
歌
に

は

よ

く

使
わ

れ

る
。

『

堀
河
百

首
』

で

は
、

「

子

日
」

の

題

下
に

十

六

首
の

和

歌

が

収
め

ら
れ

、

い

ず

れ

も

「

子

日
」

と

「

松
」

が

読

み

込

ま

れ

て

い

る
の

で
、

こ

の

両
者
を

入

れ

て

詠
む
こ

と

は
、

「

子

日
」

の

題

詠
の

決
ま

り

ご
と

だ
っ

た

と

考
え

ら
れ

る
。

当
然

、

光

行
は

「

子

日
」

の

歌
題
を

詠

ず
る

時
、

そ
の

こ

と

が

頭
の

中
に

あ

っ

た
。

そ

こ

で
、

『

蒙
求
』

の

「

丁
固

生
松
」

が

浮
か

ん

で

き
た

。

そ

し

て
、

説
話
文

の

「

夢
」

と
い

う

表
現
を

も

踏
ま

え
な
が
ら

和

歌
を

作
り

上

げ
た

の

で

あ
ろ

う
。

こ

こ

で

の

光
行
の

思
考
の

流
れ

は
、

次

の

よ

う
に

な
る

。

春
・

子

日
（
『

堀

河

百

首
』）

　
←

春
・

子

日
（
歌

題〉

　
←

子
日
・

松
・

夢
（
和

歌）

松
（
標
題）

「松
・

夢
（
説
話
文）

　

ま

た
、

説

話
文

の

＝
部
だ

け
で

は

な

く
、

次
の

よ
う

に
、

そ
の

内

容
を

全

体
的
に

考
え
た
上

で

和

歌

を

創
作
す
る

例
も
見
え

る．、

　
　

安
国

国
器

梅

韓
安
国

、

梁
ノ

孝
王

ニ

ツ

カ
ヘ

テ

中
大

夫
タ

リ

キ
、

才
智
深

75

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Society of Chinese Literature of the Middle Ages

NII-Electronic Library Service

カ

リ

キ
、

財
ヲ

ム

サ

ボ

リ
タ

シ

ナ

マ

ズ
、

我
ガ
身
ヨ

リ

カ

シ

コ

キ

モ

ノ

ヲ

求
メ

テ
、

シ

ル

ベ

シ

テ

君
ニ

ツ

カ
ヘ

ケ

リ
、

所

謂
壷
遂
、

臧
固

、

郵

他、

皆
天

下
ノ

名
士

也
、

此
故
二

安

国

ヲ

国
ノ

ゥ
ツ

ハ

モ

ノ

ト

云
ヘ

リ

ー
サ

ト

ノ

サ
ソ

フ

春
風

ム

メ

ガ

カ
ヲ

花
ナ

キ

ヤ
ド

ニ

　
説

話
文
の

「

所
謂
壷

遂
、

臧
固
、

郵
他、

諧
沃

下
ノ

名
士

也
」

と
い

う
文

言

は
、

古
注

『

蒙
求
』

に

見
ら

れ

ず
、

光
行
が

そ

の

出

典
の

『

漢
書
』

の

韓
安
国
伝
か

ら

追
加

し

た

と

思
わ

れ

る

も
の

で

あ

る
。

そ

の

中
に

「

名
士
一

と

い

う
言

葉
も

含
ま

れ

て

い

る
。

こ

れ
は

、

説

話
文

と
和
歌
を
結
び
つ

け
る

た

め

の

光
行
の

工

夫
で

あ

ろ

う
。

　
こ

こ

で

の

光
行
の

思
考
の

流
れ

は
、
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心

あ

れ

や

ま

だ

み

ぬ

さ

と

の

ぞ

ふ

は

る
風

梅

が

枝
を

花
な

き
宿
に

さ

と

い

う

話

が

あ

る
。

言
葉
上

の

繋
が

り

か

ら

は
、

片
仮

名

和
歌

の

「

ナ

タ

カ

キ
一

と

説

話

文

の

「

名
士

」

以

外
、

関
連
づ

け

ら

れ

る

も
の

が

な
い

。

歌
題

の

「

梅
」

と

故
事
の

間
に

も

明

確
な

繋
が

り

は

見
つ

け
ら
れ
な
い

。

　
と
こ

ろ

が
、

内
容

上

か

ら

考

察
し
て

み
れ

ば
、

和
歌
と

説
話
文

の

間
に

密
接
な

関

連
を
持
つ

こ

と

が
わ

か

る
。

説
話

文

で

は
、

韓

安
国
が

梁
の

孝
王

に

仕
え

て

中
大

夫

に

な
り
、

天

下
の

名
士

を

次

々

と
推
薦
し

、

国
政
を

ゆ

だ

ね

る

大

器
量
の

人
と

称
賛
さ

れ

た
、

と

い

う
こ

と

が

記
さ
れ

て

い

る
。

和
歌

で

は、

春
風

が

梅
の

香
り

を

花
の

な
い

宿
に

誘
う
こ

と

を
詠

ん

で

い

る
。

和
歌
の

「
ナ

タ

カ

キ
」

と

説
話
文
の

「

名
士
」

の

関
連
性
を
も
と
に

考
え

れ

ば
、

梅

の

香
り

が

名
士

の

喩

え

と

い

う
こ

と

に

な

る
。

と

す
れ

ば
、

梅
の

香
り

を
誘
う
「

春
風
」

は
、

名
士

を
推
薦
す
る

韓
安
国
の

喩
え

に

な

る

で
あ

ろ

う
。

春
・

梅
（
『

堀

河

百

首
』
）

　
←

春
・

梅
（
歌

題）

　
←

春
風

は

「

ナ

ダ
カ

キ
」

梅
の

香

り

を

誘
う
（
和

歌）

韓
安
国

は

「

名
士
」

を

薦
め

る
（
説
話
文）

と
い

う
よ

う
に

考
え

ら

れ

る
。

故
事
の

主

旨
と

は

関

係

な
い

が
、

そ
の

話
の

筋
を

巧

み
に

置
き

換
え

て

和
歌
を

創
作
し

て

い

る
。

　
そ

も

そ

も
、

『

蒙
求
』

の

故
事
は
、

あ

る

教
訓

的
な

も
の

で
、

そ

の

主

旨
は

和

歌
で

は

伝
え

難
い

。

故
事
と

和
歌
に

内
容

上
の

関
連

が

あ
っ

て

も、

そ

の

ほ

と

ん

ど

は
、

故
事
の

本

来
の

主

旨
に

触
れ

ず
、

あ
る

部
分
だ

け

を

取

り

上

げ
て

詠
ま

れ
た

も
の

で

あ

る
。

一

例
を

挙
げ
て

み
よ

う
。

　
　

張
翰
適
意

立

秋

張
翰、

斉
王

ニ

メ

サ
レ

テ

東
曹
掾
タ

リ

キ
、

斉
二

有
ル

時
、
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ーー
ー

、

人
ト

ド
ム

レ

ド
モ

キ

カ

ズ
、

人

ノ

タ

ノ

シ

ブ
コ

ト

心
ニ

カ

ナ
フ

ヲ

ヨ

シ

ト
ス

、

オ

ホ

ヤ

ケ
、

コ

ト
ニ

羈
レ

テ
、

数
千

里

ヲ
マ

モ

リ
テ
、

ツ

カ

サ
ク

ラ

ヰ

ヲ

モ

ト

メ

テ

モ
、

ナ
一

＝一

カ

バ

セ
ム

ト
云
ヒ

テ

江
南
ニ

カ
ヘ

リ

ヌ
、

ソ

ノ

後
无
程
、

斉
王

ホ
ロ

ビ

タ
マ

ヒ

ニ

ケ
レ

バ
、

時

ノ

人
、

張

翰
ハ

ヨ

ノ

ヒ

サ

シ

カ

ル

マ

ジ
キ
コ

ト

ヲ

兼
テ

サ

ト

リ
テ
、

サ

リ
ニ

ケ
ル

ナ

リ

ト
ゾ

イ
ピ

ケ
ル

秋
・

立

秋
（
『

堀

河

百

首
』）

　
←

秋
・

立

秋
（
歌

題）

　
←

秋
の

初
風

で

故
郷
を

思

う
（
和

歌
｝

と
い

う
よ

う
に

考
え

ら

れ

る

が
、

入

れ
ら
れ
て

い

な
い

。

「

秋
の

初
風
一

で

故
郷

を

思

う
（

説

話

文）

「

適
意
」

と
い

う
故
事
の

主
旨
は
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ヲ

リ

シ

モ

ソ

袖
に

か

さ
ね

て

張
瀚
は

役
人

と

し

て

斉
王

に

仕
え

て

い

た

が
、

秋
風
が

起
き

る

と

江
南
の

故
郷
の

お

い

し
い

料
理

を

思
い

出
し

、

さ
っ

さ

と

数
千
里

の

旅
を

し

て
、

故
郷
の

呉

に

帰
っ

た
。

説

話
文
は
、

秋

風

を

き
っ

か

け
に

役
人

を

や

め

て

自
分
本

位
の

生

活
を

し

よ

う
と

帰
郷
し

た

人
の

話
と

し

て

書
か

れ

て

い

る
。

和

歌

は
、

秋
風

が

き
っ

か

け
で

故

郷
を
思
い

出
す
と
い

う
箇

所
だ

け
を
取
り

L
げ
て

詠
ま

れ
て

い

る
。

　

こ

こ

で
の

光
行
の

思

考
の

流
れ
は
、

　

　
　
お
わ

り

に

　

以
上

の

考
察
に
よ
っ

て
、

『

蒙
求
和
歌
』

四

季
の

部
に

お

け

る

光

行
の

創
作

を
ま

と
め

て

み
よ

う
。

　

故
事

部
分
（

標
題
・

説

話
文
）

に
つ

い

て

は
、

下

図
に

示
さ
れ

る
よ

う

に
、

蒙
求

蒙
求
和

歌

園
llI

：
−

−

L

一
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『

蒙
求
』

の

標
題
を
そ
の

ま

ま

踏
襲
し

（

1
）

、

そ
の

注

を

翻
訳
し

て

説
話
文
を
作
り

（

H
）

、

時

に

は

注

以
外
の

中

国

文

献
を
取
り

入

れ

て

説
話
文

を

増
補
説

明
す
る

、

と

い

う
光
行
の

思

考
方
式

が

わ

か

る
。

　

和
歌

部
分

（

歌

題
・

和
歌
）

に
つ

い

て

は
、

光
行
の

思

考
方
式

が

次
の

よ
う
に

な

る

と

考
え

ら

れ

る
。

歌
題
・
『

・

河

−

ー
歌

鑑
　
　
　
　

標
題

・

説
話
文
−

−

」

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　ロ

　
　
　
　

調
調
刻

−

：

：

：
詫

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　…

和

苫
鐸
撰
口…

　
［

昏

−

ー

：
：

：
−

：
−

−

−

−

−

門

　

光
行
は

、

『

堀

河
百
首
』

な
ど
の

日

本

従
来
の

和
歌

集
か

ら

四

季

の

歌
題

を
採
っ

て

『

蒙
求
』

を

和

歌
に
詠

じ
た

。

そ
の

時
、

『

蒙
求

和
歌
』

の

和

歌

部
分
（

歌

題
・

和
歌
）

を

故
事

部
分
（

標
題
・

説

話
文
）

と

繋
げ
る
た

め
、

「

歌
題
と

標
題
・

説
話
文

（

A
）

」

、

「

歌

題
と

説
話
文

（

B
ご

、

皿

和
歌
と

標
題
・

説
話
文

（

C
）

」

、

「

和
歌

と

説
話
文
（

D
）

」

な
ど
の

言
葉
上
の

関
連
づ

け

を

行
っ

て

い

た
。

ま

た
、

話
に

よ
っ

て

説
話
文
の

あ

る

部
分
の

表

現
を

和
歌
に

持
ち

込
む

（

破
線
）

と
い

う
工

夫
も
し

て

い

た
。

　

今
後
は

、

引
き

続
き
四

季

以

外
の

部
立

に

つ

い

て

も

考

察
し

、

『

蒙
求
和

歌
』

の

全

貌
を

把
握
し

た

う
え

で
、

中

国
古
典
の

日

本

で

の

受
容
形
態
の
一

端
を
明
ら
か

に
し

た
い

と

思

う
。

注

（
1
）

『

蒙
求
』

の

撰

者
に

つ

い

て

は

従
来
諸
説

紛
々

と

し

て

お

り
、

未
だ

　

定
説

が

な
い

。

現

存
す

る
『

蒙
求
』

の

諸
本
に

は

唐
の

李

瀚
と

記
さ

れ

　

る

も
の

が

多
い

が
、

必
ず
し

も
そ

う
と

は

言
え

な
い

。

今
の

と
こ

ろ
、

　

余
嘉
錫
氏
の

「
李
翰
」

説
（
『

四

庫
提

要
弁
証
』

巻

十
六

「
子

部
七
」
「
蒙

　

求

集

注
二

巻
」

、

中

華
書

局、
　一

九

八

〇

年）

と
、

早

川

光
三

郎
氏
の

　

「

李

瀚
」

説
（

新
釈
漢
文
大

系
『

蒙
求
』

「
蒙
求

解
説
」

、

明

徳
出
版

社
、

　
一

九

七

三

年）

が

有

力
視
さ

れ
て

い

る。

ま

た
、

撰
者
の

生
き

た
時

代

　

に

つ

い

て

は
、

唐

末
五

代
（
『

全

唐
詩
』

巻
八

百

八

十

こ
・

五

代
晋
〔
『

四

　

庫
全

書

総
目

題

要
』

巻
一

百

三

十
五

「
子

部」

類
書
類
一
）

な

ど
の

誤

　

記
も
見
ら

れ
る

が
、

李

華
の

「
薦
蒙
求

表
」

に

よ

る
と

、

唐
の

玄

宗
の

　

頃
で

あ
る

こ

と
は

確
か

で

あ

る。

（
2
）

台
北
故
宮

博

物
院

蔵
上

巻
古

鈔
本
（
池

田

利
夫
『

蒙
求

古
註

集
成
』

　

上

巻、

汲
占

書
院、
　一

九
八

八

年）

に
拠
る

。

（

3
）

陳
振

孫
『

直

斎
書
録
解
題
』

巻
十
四
「
類
書

類
し
「
蒙
求
三

巻
」

（
中

　

文
出
版

社、
　一

九

七

八

年
）

を
参

照
。

（
4
〕

前

掲

注
2
。

尚
、

こ

の

序
文

を

李
華
の

「
蒙
求
序
一

の

後

半
部

分

　

と

す
る

本
も

多
数

見
ら
れ

る
。

（
5
＞

前

掲
注
2

。

（
6
）

巻
八

百
八

十
一

（
中
華
書
局、

一

九
六

〇

年）

を

参

照
。

（
7）

池

田
利

夫
『

蒙

求
古

註
集
成
』

上

巻
（
前
掲
注
2
）

を
参
照

。
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（

8
）

前
掲

注
7
。

（

9
）

菅
野
禮

行
校
注

・

訳

『

和

漢
朗

詠
集
』

（
新
編
日

本
文

学
全
集
19
、

　

小

学
館

、

一

九

九
九

年）

を
参
照

。

（
10
）

青
木

賢
豪

等
共

著
『

堀
河
院
百

首
和

歌
』

（
和
歌
文
学

大
系
15

、

明

　

治
書
院、

二

〇

〇
二

年）

を

参
照

。

（

H）

本
論
文
で

は
、

『

蒙
求

和
歌
』

の

テ

キ

ス

ト

と

し
て

新

編
国

歌
大
観

　

片
仮
名

本
（

第
十
巻
、

角

川

書
店、

［

九
九
二

年）

を
用
い

る
。

尚、

　

平
仮
名
の

和

歌
は

新

編

国
歌
大

観

平
仮
名
本

〔
第
十

巻
、

角
川

書
店、

　
一

九

九
二

年）

に
よ

っ

て

補
う。

（
12
）

国
立

故
宮

博
物
院
蔵
上

巻

古
鈔
本
（
前
掲
注

2
）

第
14
話
を
参

照
。

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　

（
13
）

青

木
賢
豪
等
共

著
『

堀
河
院
百

首
和
歌
』

「

解
説
」

（
前
掲
注
10
）

　

を
参
照。

（
14
）

『

蒙
求
和
歌
」

四

季
の

部
で

は

片
仮
名
本

と

平
仮

名

本
に

よ
っ

て

話

　
が

少
し

異
同

が

あ

る
。

本

論
文
で

は

片
仮
名

本

に

拠
る
。

尚、

『

蒙
求

　

和
歌
』

の

テ

キ
ス

ト

に

つ

い

て

は
、

池

田

利
夫
著
『

日

中
比

較

文
学
の

　
基

礎
研
究

ー
翻
訳
説

話
と

そ
の

典
拠
−

臨
（
補
訂

版）

第
五

章
「

蒙
求

　
和

歌
の

伝
本

系
統
と

諸
本
」

（
笠
間

書

院
、

　一

九

八

人

年）

を
参

照
。

（
15
）

尊

経
閣
文
庫
蔵

本
（
前

掲
注
2
）

古
注

『

蒙
求
』

第
52
話
「

安
国

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　
　
イ

　
国
器
」

に
「

『

前

漢
』

、

韓
安
國
事
粱

孝
王

、

爲
中
大
夫
。

爲
人

多
大
略、

　
智

足

以
謀
當
世

取

舍
。

不

貪
財

。

然

所
推
擧、

必

薦
賢
於
己

者
。

士

亦

　
以

此

稱
之

。

唯
天

子

以

爲
國
器

。

」
〔
『

前

漢
』 、

韓
安

国

梁
の

孝
王

に

　
事
へ

て、

中
大

夫

と

為
る

。

人
と

為
り
大

略

多
く

、

智

以

て

当

世
の

　
取
舎
を

謀
る

に

足
る
。

財

を

貪
ら

ず。

然
れ

ど
も

推

挙

す
る
所
は

、

必

　
ず

己

よ

り
賢

な

る
者

を

薦
む

。

士

も
亦

此
を

以
て

之
を

称

す
。

唯
だ

天

　
子

以
て

国

器
と

為
す

。

）

と

あ
る

。
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